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アルテミジア・ジェンティレスキ（Artemisia Gnetileschi / 1593-1654年以降）は 17世紀イタリアを代表
する女性画家である。1593年 7月 8日、彼女はピサ出身の画家オラツィオ・ジェンティレスキ（Orazio 
Gentileschi / 1563-1639年）とローマ出身の女性プルデンティア・モントーネの子としてローマに生まれ




















                                                 
1 Rome, Archivio del Vicariato, S. Lorenzo in Lucina, vii, Liber Baptizatorum: 1590-1603, fol. 78, no. 157. Published 
by Bissell (Bissell 1968, p. 153). 資料編史料 1参照。  
2 オラツィオとカラヴァッジョの関係については Bissell 1981, pp. 11-21 を参照。 
3 アルテミジアの正確な没年は知られていない。1653 年にジャン・フランチェスコ・ロレダンとピエトロ・ミケーレが出版
した風刺詩集（Loredan and Michele 1653）にアルテミジアの死を扱った風刺詩があることから、エウジェニオ・バッティ
スティはアルテミジアの死亡年を 1653年以前と報告していた。Battisti 1963, p. 297. しかし、近年ナポリ銀行の支払い
記録によって、1654年までアルテミジアの生存が確認された。Lattuada and Nappi 2005, pp. 93, 98. 
4 “Lasciò egli figliuoli, & una femina, Artemitia nominata, alla quale egli imparò gli artificii della Pintura, a 
particolarmente di ritrarre dal naturale sì, che buona riuscita ella fece, & molto bene portossi: hora dicono, che nella 
Città di Napoli si ritruovi, e che per diversi principi, e gran personaggi vi faccia con sua lode varie, e belle opere.” 
Baglione 1995, vol. 1, p. 360. 
5 Sandrart 1925, pp. 167, 290. 
6 Passeri 1934, pp. 105-106; Baldinucci 1974-1975, pp. 713-716.  
7 De’Dominici 2003-2008, vol. 2, pp. 84, 383. 


































                                                 
9 Longhi 1916, pp. 245-316. なお、ヘルマン・フォスがアルテミジアと父オラツィオ、また弟フランチェスコ
について、この時期までに知られていた足跡を簡潔にまとめている。彼はアルテミジアの作品同定に関して
はロンギの論文を参照している。Voss 1992[1920], pp. 408-412. 
10 Banti 1974.  
11 Mann in Christiansen and Mann 2001, pp. 249-261. 
12 なお、“Pittrice”の訳語として本稿では「女性画家」を充てる。歴史的経緯に鑑みて、「閨秀画家」や「女流画家」等
の呼称は採用しない。 
13 Nochlin 1976[1971]. また、1970年代に出た女性画家に関する研究書の中でもアルテミジアはしばしば取り上げら
れ、例えば Greer 1979, pp. 189-207などがある。なお、アルテミジアの再評価をめぐる議論は Yonemura 2012によくま
とめられている。 
14 Pollock and Parcker 1992, pp. 81-82. 初出は 1981年。 


































                                                 
16 Bissell 1968および Bissell 1999参照。  
17 Spear 2000, pp. 572-575.  
18 カタログについては Contini and Papi 1991 参照。 
19 Spear 2000, pp. 571-572. 
20 Lapierre 2000. この他、ドイツでは 1991 年にスザンナ・ストルツェンヴァルトによるモノグラフ（Stolzenwald 1991）が
出版されたのを皮切りに、いくつかの論考が出されており、近年ではダグマル・ルッツが時代背景を解説しながら豊富
な図版と共にアルテミジアの画業をふり返っている（Lutz 2011）。 
21 カタログについては Christiansen and Mann 2001 参照。 
22 シンポジウムの要旨はMann 2005 を参照。 
23 カタログについては Contini and Solinas 2011参照。 
24 カタログについては Contini and Solinas 2013 参照。 




































                                                 
26 Nappi 1983, pp. 41-57; Lattuada and Nappi 2005, pp. 79-96.  
27 Locker 2015. 
28 Wittkower 1999, vol. 2, pp. 161-162.  
29 概説的にアルテミジアのナポリ時代に言及したものとして、1990年の展覧会カタログにおけるロベルト・コンティーニ
の論考や、2001 年の展覧会カタログにおけるリッカルド・ラットゥアーダの論考が挙げられる。Contin in Contini and 
Papi 1991, pp. 63-87; Lattuada in Christiansen and Mann 2001, pp. 378-391. 
30 《ホロフェルネスの首を斬るユディト》に関しては、ほぼ同構図の作品が 2 点残されており、1 点はナポリのカポディ
モンテ美術館に、もう 1 点はフィレンツェのウフィツィ美術館に所蔵されている（図 1-2，1-37）。また、後期の作品として、
例外的に広く知られている作品は《絵画の寓意としての自画像》（1638-1639 年、ハンプトン・コート）である。Garrard 




































                                                 
31 Garrard 1989, pp. 102-104. 
32 Garrard 1989, pp. 136-137.   
33 Bissell 1999, p. 112. 
34 展覧会においても、全体の流れの中でナポリ時代に割かれる分量は増えてきており、2011年のミラノ展の
カタログでは、ロベルト・コンティーニによるナポリ時代の概説がかなりの分量を占めている。Contini in 
Contini and Solinas 2011, pp. 96-117. 
また続く 2013 年のピサ展においては、特にナポリ時代に焦点を絞った展示となっており、関心の高まりが感
じられる。ピサにおける展覧会のカタログについては Contini and Solinas 2013 参照。 
35 Marshall 2005, pp. 5-6. 






























                                                 
37 ガラードはアルテミジアのナポリ移住に関して、副王の招きがあったのだろうと推定している。Garrard 1989, p. 91. 
またビッセルも、アルテミジアのパトロンのひとりであるカッシアーノ・ダル・ポッツォが仕えたバルベリーニ家とスペイン
の外交的関係に注目し、副王からの招聘の可能性について考察している。Bissell 1999, pp. 56-59. 教皇ウルバヌス 8
世を出したバルベリーニ家周辺と、スペインとの外交関係に立脚したアルテミジアのナポリ移住説は、ロッカーによっ




















1612 年の 2 月（あるいは 3 月とも）、アルテミジアの父オラツィオは共同制作者の画家アゴス








                                                 
＊本章の内容は、主に Kawai 2011 および Kawai 2012 に基づいて加筆・修正したものである。 
1 アルテミジアの同時代人としては、ラヴィニア・フォンターナ（Lavinia Fontana / 1552-1614 年）やジ
ョヴァンナ・ガルツォーニ（Giovanna Garzoni / 1600-1670 年）、エリザベッタ・シラーニ（Elisabetta Sirani 
/ 1638-1665 年）などが挙げられる。女性画家をとりあげた先駆的な展覧会カタログとして Harris and 




取り上げられた訴えはほぼタッシに関するもののみであった。資料編史料 2 参照。 
アゴスティーノ・タッシは、ポンツァノ・ロマーノ出身で風景を専門とし、フィレンツェのフェル
ディナンド 1 世（Ferdinando I de’ Medici / 1549-1609 年）の宮廷で活動していた。1609 年にローマに出
て、オラツィオと共に多くの邸宅装飾に携わった。Pugliatti 1978, pp. 20-34.  
なお、コジモ・クオッリは公判前に死亡している。Garrard 1989, p. 410, note 11. 














この請願書によって、5 月 8 日に公判が始まり、以降 6 月 8 日まで続けられ、判決までの間、ア
ゴスティーノはサヴェッラの牢獄に拘禁された。 















                                                 
4 この絵は、現在に至るまで特定されていない。クリスチャンセンはアルテミジアの手になる《ホロフェルネスの
首を斬るユディト》（ナポリ、カポディモンテ美術館所蔵）ではないかと述べている。しかし、同じくらいの大きさの
ユディト像がこの時期オラツィオの周辺に複数あり、決め手に欠ける。Christiansen 2004, pp.101-102.  
また、“alcuni quadri di pittura di suo padre”という語を巡っても、制作者を示すものか、所有者を示すものか
で判断の分かれるところである。 
5 判決部分を除く裁判記録は、メンツォによって出版されている他、ガラードのモノグラフに収められ
た英訳もある。なお、邦訳に関しては、ウィットカワーに一部収録されている。Garrard 1989, pp. 405-487; 
Wittkower and Wittkower 1969, pp. 342-348; Menzo 2004, pp. 11-111. 
6 こうした解釈に関しては、Vigarello 1999 に詳しい。彼の著作は主にフランスの事例を紹介するもの
だが、このような価値観はイタリアにも敷衍できるように思われる。 
7 Lapierre 2000 [1st ed. Paris, 1998], pp.186-187, 394. なお、判決の内容は、ビッセルのカタログに英文で
収録されている。Bissell 1999, pp. 15-16. 
8 Bissell 1999, p. 16. 
9 パッセリ曰く「オラツィオにはアルテミジアと呼ばれた娘がおり、絵画に関しては称賛されるべき域
に達した。あるいはあらゆる賞賛に値したかも知れない、もしその気質がよりまじめで誠実であった






















い渡された直後、11 月 29 日にアルテミジアは、ローマのサント・スピリト・イン・サッシア聖




この結婚は既に 1612 年の夏から入念に準備されていた。その年の 7 月 3 日、オラツィオ・ジェ










                                                                                                                                                        
stima, se fosse stata qualtà più onesta ed onorata.” Passeri 1772, p. 105. 
10 Wittkower and Wittkower 1969, p. 348.  
11 Cohen1991, pp. 172-175. 
12 Cohen 2000, pp. 60-61. 
13 Bissell 1999, p.18. 
14 Garrard 1989, p. 34. 
15 “Mi ritrovo una figliuola femina con tre altri maschi, e questa femmina, come è piaciuto a Dio, havendola 







らかになった。8 月 11 日、オラツィオと未来の花婿ピエラントーニオの兄、ジャンバッティスタ



























                                                                                                                                                        
pare a lei, havendo per sin adesso fatte opera, che forse principali mastri di questa professione non arrivano al 
suo sapere, come a suo luogo e tempo farò vedere a vostra altezza serenissima.” Florence, Archivio di Stato, 
Mediceo, Fil. 2 LXI segn. di moderno 6003. Published by Tanfani Centofanti (Tanfani Centofanti 1897, p. 221), 
and by Bissell (Bissell 2009, p.171) . 
16 Barker 2014, pp. 803-804. 
17 スザンナの物語は「ダニエル書」に付随する物語のひとつで、旧約聖書外典として扱われる。
Apocrypha 2011b, pp. 7-14, 298.  
18 こうした本作品の解釈を端的に表したものとして、ミーケ・バルの紹介するキャサリン・ジルジェ
のアート作品などが挙げられる。Bal 2005, pp. 159-165. 
19 制作年などを含め、本作の包括的な情報については Bissell 1999, pp. 187-189 などを参照。 






































                                                 
21 ユディトの物語は旧約聖書外典「ユディト書」に収録されている。Apocrypha 1960, pp. 84-163; 
Apocrypha 2011a, 131-153, 272-274.  
22 例えばアンナ・バンティは小説『アルテミジア』の中で、ユディトを描きながら画家がトラウマを
克服していくエピソードを、裁判記録を参照しながら叙述している。Banti 1974, pp. 45-46.  
23 この点については、リチャード・スピアによる鋭い批判がある。Spear 2000, pp. 186-187.  
24 Garrard 1989, pp. 278-336.   
25 フィレンツェ時代の《ユディトと侍女》（ピッティ宮 / 図 1-24）にも同様のことがいえる。 






































                                                 
27 Bissell 1999, pp. 191-198. 
28 Christiansen 2004a, p.102-105. 
29 カラヴァッジョの《ホロフェルネスの首を斬るユディト》に関しては、Cinotti 1983, pp. 515-517 その
他を参照。 
30 Garrard 1989, pp.183-109. 
31 《最後の審判》中の人物像とサン・ジョヴァンニ・デコッラート聖堂に描かれた処刑人の図像に関
























アルテミジアはおそらく、ピエラントーニオとの結婚証明書が登録された 1613 年 1 月 11 日には
フィレンツェにいたと考えられる34。同年 9 月 21 日には、息子ジョヴァンニ・バッティスタの洗
礼が記録されている35。アルテミジアはこのジョヴァンニ・バッティスタを筆頭に、1615 年 11 月
8 日にクリストーファノを、1617 年 8 月 1 日には後に画家となる娘プルデンティア（あるいはパ




                                                 
32 オラツィオと一族の出自に関しては Bissell 1981, pp. 1-2 を参照。 
33 Rome, Archivio del Vicariato, Liber Baptizatorum: 1590-1603, S. Lorenzo in Lucina, vii, fol. 78, no. 157; 
Published by Bissell (Bissell 1968, p. 153). 資料編史料 1 参照。 
34 Florence, Archivio di Stato, Gabelli dei contratti, Scritti matrimoniali condizionati, vol. 736, inserito no. 219. 
Published by Barker (Barker 2014, p. 804) .  
35 Florence, Archivio dell’Opera del Duomo, Registro di Battesimo, Maschi, 1612-13 (September 1613), 
fol.108v. Published by Cropper ( Cropper 1993, p.760). 
36 Bissell 1999, pp. 139-142. 例えば、1615 年には画家にとって重要な存在となる宮廷画家クリストーフ
ァノ・アッローリ（Cristofano Allori / 1577-1621 年）との交際が始まっている。アッローリは、大おじ








ようである。例えば、1615 年 3 月 16 日には、大公の側近アンドレア・チオーリ（Andrea Cioli / 














（Michelangelo Buonarroti il giovane /1568-1646 年）であった。彼はかのミケランジェロの甥、レオ
ナルド・ブオナロティの息子である。詩人で、かつ文学者であった小ミケランジェロは、フィレ
ンツェの重要な二つのアカデミー、アカデミア・デッラ･クルスカとアカデミア・デル・ディゼー
ニョの会員であった39。小ミケランジェロは 1612 年から 1643 年にかけて、邸宅の一部を改装し、
大叔父ミケランジェロを称揚するための一大装飾プロジェクトを実行した。アルテミジアもまた、
                                                                                                                                                        
published by Cropper (Cropper 1993,, p.760) . アッローリは同年 11 月 8 日に、アルテミジア自身の息子ク
リストーファノの代父として洗礼に立ち会っている。彼との交流は、この時期にアルテミジアが宮廷
のコネクションに接近していたことを示す。Florence, Archivio dell’Opera del Duomo, Registro di 
Battesimo, Maschi, 1614-15 (November 1615), fol.74. Published by Cropper (Cropper 1993, p.760) .  
37 “Ill.mo mio Sig.re oss.mo / Si è sparsa qua una voce quasi publica che il s.r Horazio Lomi de Gentileschi sia 
uno de i più eccellenti, et famosi Pittori, che si trovino oggi in cotesta alma Città, il che vien qui tanto più 
facilmente creduto in considerazione dell’opere che nella medesima professione si veggono della s.ra Artemisia 
sua figliuola, ma desiderando S. A. di esser ne interamente certificata, vuol che V. S. ne prenda et ne mandi qua 
ogni più esatta et ben fondata informazione, che è quanto mi occorre dire a V.S.Ill.ma con questa . . . Di Fiorenza 
li 16 marzo 1614. / Devot.mo Ser.re / ANDREA CIOLI.” Florence, Archivio di Stato, Mediceo del principato, 
3508. Published by Crinò (Crinò 1960, pp. 264-265). この 3 月 16 日の書簡では、オラツィオの評判を尋ね
る内容となっており、グイッチャルディーニはさっそく返答した模様である（この書簡は発見されて
いない）。続く 1615 年 4 月 4 日にチオーリがグィッチャルディーニに宛てた書簡では、ローマ書き送
られたオラツィオの評判について、トスカーナ大公コジモ 2 世が大変満足した旨が記されている。Ibid. 
3509; Crinò 1960, pp. 264-265.  
38 Malanima 1981, pp. 666-669. 
39 小ミケランジェロはピサ大学で学び、同地では一時若きマッフェオ・バルベリーニ（Maffeo Barberini 
/ 1568-1644 年）、後の教皇ウルバヌス 8 世と起居を共にしていた。学業を修めてフィレンツェに戻った
後は、第一級の文化人として、フィレンツェの教養サークルの中で重要な地位を占めた。Rossi 1972, pp. 
178-181.  
































の入り口に相当する。ガレリアの装飾は 1612 年から始まり 1640 年頃完成した43。部屋全体がミケ
ランジェロの生涯を暗示するエピソードや寓意的表現で埋め尽くされ、さほど広くない空間を濃
                                                 
40 《インクリナツィオーネ》にの作品情報は Bissell 1999, pp. 205-208 などを参照。  
41 バルディヌッチの記述を信じるならば、現在盛り上がった雲によって覆われている下に、2 個の滑
車があったのである。一方で、ビッセルはバルディヌッチの記述について、彼が本物を見ずに目録等
の記述を引き写した可能性があることを指摘している。Bissell 1999, pp. 205-208. 
42 “Per Michelangnolo Buonarruoti il giovane, celebre letterato e poeta, quegli che compose la bella commedia 
rusticale, detta la Tancia, dipinse questa virtuosa donna di bellissima maniera una figura quanto il naturale, dico 
una femmina di bellisimo, molto vivace e fiero aspetto, la quale stringe una bussola, e mentre una lucida stella, 
che quasi guida le risponde sopra alla fronte, tiene accommodate ai piedi due piccole carrucole, per dimostrare, 
cred’io, sua prontezza, e facilità nel moto, e nel corso, all’acquisto d’ogni più nobile facultà, e questa che fu fatta 
per rappresentare l’Inclinazione, ebbe luogo nel soffitto della nobilissima stanza della casa, che fra l’altre di sua 
bella galleria, fu dedicata all’azioni gloriose del gran Michelangnolo buonarruoti suo antenato, nel quinto spazio 
piccolo, che sopra la porta, per cui entrarsi in essa stanza.” Baldinucci 1974-1975, vol. 3, p. 713. 
43 Ragionieri 1997, pp. 7-15. 
16 
 




































                                                 
44 Berti in Contini and Papi 1991, pp.11-12; Contini in ibid, pp.124-128. cat.11, 183. 
45 バルディヌッチは《インクリナツィオーネ》を「小ミケランジェロの詩的着想」と表現した。Baldinucci 
1974-1975, vol. 3, p.713.  
46 Boudard 1976, vol. 2, p.112. 
47 “L’Inclinazione. Una giovene donna che abbia del ardito, stia con le mani innanzi nelle quali tenge una 
bussola, dinanzi alla fronte una stella come per guida e ai piedi due carrucolette.” Florence, Archivio di 
Buonarroti, Istruzione Buonarroti, Ms. 97 c.15r. Published by Viliegenthart (Viliegenthart 1977, p. 170). 





































                                                 
49 “... il bussolo della calamita, appogiato sopra una carta navigare, col suo compasso allegato, e di sopra il 
bussolo d’azzurro a stelle d’oro il ciel sereno, col motto che diceva: ASPICIT UNAM, significando, che sebben 
sono motle bellissime stelle in cielo, una sola è guardata dalla calamita, cioe fra tante, la sola della tramontana.” 
Giovio 1574, pp. 90-91. 
50 Huston 1986, p. 55. 
51 “Ingenio”と“Inclinazione”は対になる作品とするように、という小ミケランジェロの明確な指示が残
されており、当初から非常に関連付けられて立案されたことがうかがえる。Vilegenthart 1977, pp. 
174-175. 




































/ 1564-1642 年）がいた。ピサ出身のこの学者は、コジモ・デ・メディチ 2 世（Cosimo de Medici II 
                                                 
53 Vasari 1973, pp. 327-348. 
54 Wittkower 1964, pp. 45-47. 
55 これに関しては、2 点の史料が残っている。Florence, Archivio di Stato, Accademia del disegno prima 
compagnia dei pittori, 57, fol.152. Published by Bissell (Bissell 1968); Florence, Archivio di Stato, Accademia 
del disegno prima compagnia dei pittori, 103, fol. 54. Published by Bissell (Bissell 1999, p.141). なお、この二
つの史料は、Zanghieri 1999 では参照されていない。資料編史料 3-1 および史料 3-2 を参照。 
56 アウレリオは最終的には故郷に戻り、1623 年 7 月 15 日から 1624 年 5 月 26 日の間にピサで死去し
たと見られる。Bortlotti 2005, pp. 587-591. 




あり、特に 16 世紀末から 17 世紀にかけてのフィレンツェ画家の代表的存在であったロドヴィコ・































                                                 
58 Engas and Brown 1970, pp. 20-24. 
59 ガリレオのアカデミア・デル・ディゼーニョへの入会は、1613 年 10 月 18 日で、肩書きは「数学者」
“matematico”であった。Zanghieri 1999, p. 41. 
60 “Era questa figura del tutto ignuda, e tale doveva essere secondo il poetico concetto del buonarruti, ma 
Lionardo di lui nipote e erede, gentiluomo anch’esso di rare qualità, per lo decoro e modestia con che volle, che 
comparisse adornato ogni luogo della propria casa alle caste luci d’un bello stuolo di piccoli giovanetti suoi 
figliuoli, e della nobile Ginevra d’Esaù Martellini sua consorte, volle che da Baldassarre Volterrano, a’prechi di 
chi queste cose scrive, fusse quella nudità ricoperta, il che fece il Volterrano fino a quel segno, che al pio 
sentimento di Lionardo guidicò, che bene accomodar si potesse senza levar nulla del belo alla pittura.” 


























通りである。また、1618 年以降はクリスティーナの息子であるトスカーナ大公コジモ 2 世（Cosimo 
de Medici II / 1590-1621 年）との関係が確認できるようになる。従って、クロッパーも指摘してい
るように、フィレンツェにおけるアルテミジアの最初の庇護者となった可能性が高いのは、大公
妃クリスティーナである62。しかし、管見の限り、クリスティーナとアルテミジアの個人的なつな
がりを示す記録は確認できない。むしろ、1618 年から記録されている事例はすべてコジモ 2 世に
関連している。 
フィレンツェ滞在期におけるアルテミジアとメディチ家の関係が史料上初めて確認されるのは、
1618 年 3 月 3 日の大公からアルテミジアへの支払い記録である。またこの年の 10 月 13 日、アル
テミジアは夭折した娘リザベッラを出産するが、この洗礼はサンタ・ルチーナ・スル・プラート
の教区で行われ、劇作家ヤコポ・チコニーニ（Iacopo Cicognini / 1577-1631 年）の妻リザベッラが
代母に、詩人のベルナルド・ソリダーニ（Bernardo Solidani / 1579-1641 年）が代父に立った。チコ
ニーニとソリダーニは共に宮廷につかえる文化人であり、ここからも宮廷とのつながりがうかが
われる63。さらに翌 1619 年 2 月 28 日、アルテミジアの《入浴するディアナ》（消失）がトスカー
ナ大公のコレクションに入ったことが確認できる64。 
これ以前のメディチ家と関係は不明ながら、1613 年から 1618 年の 6 年間、アルテミジアがメ
ディチ家と全く無関係に過ごしていたとは考えにくい。例えば、1615 年にメディチ家の祝祭で、
                                                 
61 Gregori 1986, pp. 188-193. 
62 Cropper 1992a, pp. 203-204. 
63 Cropper 1993, pp. 760-761. 









































                                                 
65 Locker 2015, pp. 136-140. 
66 カテリーナ・デ・メディチ（Caterin de’Medici / 1593-1629 年）は 1617 年にフェルディナンド・ゴン
ザーガ（Ferdinando Gonzaga / 1587-1626 年）と結婚してフィレンツェを離れた。Bertoni 1979 pp. 358-359.. 
67 Solinas 2011, pp. 31-32. 












































                                                 
69 Christiansen and Mann 2001, pp. 82-86. 







































                                                 
71 Wakakuwa 2000, pp. 444-458. なお、ルネサンス期の記述に関しては、若桑は多くを Ciletti 1991 に負
っている。 
72 Garrard 1989, pp. 317-319. 執筆者もこの作品をかなり至近距離で観察したが、残念ながらカメオの中
の図像は判然としなかった。あえていうならば、剣と盾をもって直立している戦士の像に見えなくも
ない。 
73 Wakakuwa 2000, pp. 476-478. 









































                                                 
75 Vasari 1973, p. 196. 
76 Mann 1997, pp. 161-85. また、作品の典拠となったマグダラのマリアのエピソードはルカ（10:42）を
参照。 
77 Mann 1997, pp. 161-85. 































ダウストリア（Maria Maddalena d’Austria /1589-1631 年）と関連するといわれてきた84。メディチ
家の人々が聖女や聖人に扮した肖像画を描かせることを好んだことは、宮廷画家を長く務めたユ




                                                 
79 “si dice di mano di Michelagnolo il vecchio Buonarroti.” Procacci 1967, pp. 178-179. 
80 Viliegenthart 1977, pp. 67-69.  
81 Condivi 1998, pp.13-14; Vasari 1973, pp. 143-144. 
82 Viliegenthart 1977, pp. 170-173. 
83 例えば、ガラードが制作年を 1617-1620 年に設定している他、ビッセルも同様の見解を述べている。
Garrad1989, pp. 40-42; Bissell 1999, pp. 209-211. 
84 Bissell 1999, pp. 209-211. 
85 スステルマンスについては Lavalleye 1938, pp. 322-325 に簡潔にまとめられている。また近年の研究
は、フィレンツェで 2 回行われた回顧展のカタログに詳しい。Chiarini1983 および Goldenberg Stoppato 





















公コジモ 2 世の死後、その子フェルディナンド 2 世を補佐してフィレンツェの事実上の支配者と
なった 2 代の大公妃クリスティーナとマリア・マッダレーナは、アルテミジアのカラヴァッジョ
風の画風にはあまり興味を示さなかったのではないかと想像される90。従って、カラヴァッジズム










1614 年の 11 月には、アルテミジアは大工から家具の代金の請求を求められている。彼女はなか
なか残金を支払わなかったらしく、この大工からの請求は 1616 年の 1 月にアカデミア・デル・デ
ィゼーニョの調停を経て、後々まで続けられることとなる。フィレンツェ滞在中アルテミジアを
悩ませた金銭問題の一つがここに始まっていたのである91。 
                                                 
86 Longhi 1916, p. 294. 
87 カラヴァッジョの《悔悛のマグダラのマリア》については Cinotti 1983, pp. 510-512. 
88 カラヴァッジョの《聖マタイと天使》については Cinotti 1983, pp. 412-416.  
89 Miyashita 2004, pp. 88-92. 
90 1635 年 10 月 20 日にアルテミジアはガリレオ宛ての書簡で、コジモ 2 世の死後、作品の代金の支払
いについて便宜を図ってもらったことへの礼を述べている。Solinas 2011, pp. 109-110. 資料編書簡 3 参
照。 
91 Bissell 1999, pp. 204-205.  
27 
 
1618 年 11 月 6 日、アカデミア・デル・ディゼーニョに 2 名の大工が召喚され、勘定の見積も
りを減らすことを約束させられた。それは、1614 年と 1615 年にアルテミジアが他の大工からつ





このような事態を受けて、1620 年の 2 月 10 日、アルテミジアは、再度コジモ 2 世にあてた手
紙を書いており、そこでは、「体調不良と、家族と家に関する看過できない面倒事を解決する」た
めに、ローマへ一時戻る旨を伝えている94。しかし、コジモ 2 世宛ての手紙の内容とは異なり、1620























                                                 
92 Bissell 1999, pp.142-143. 
93 Ibid., pp.143-144. 
94 Garrard, 1989, pp. 53, 377. 
95 Solinas 2011, p. 34. 
96 Ibid., pp. 17-19. 




ニオの知るところであり、おそらく公然の秘密だったのだろう。Ibid., pp. 31-32, note 9. 
28 
 

































                                                 
98 Solinas 2011, pp. 17-19. 
99 1620 年 3 月 20 日にローマからマリンギ宛てに出された書簡がこれにあたる。Solinas 2011, pp. 44-45, 
no. 19. 裁判記録については、Garrard 1989, p. 463 参照。 
100 ガリレオはアルテミジアよりも緊密にメディチ宮廷と結びついており、コジモ 2 世だけではなく、
その母クリスティーナとも親しく、『クリスティーナ大公妃への手紙』（Lettera a madama Cristina di 
Lorena granduchessa di Toscana, 1615）などを残している。Bertoni 1985, pp. 37-40.  
101 Topper and Gillis 1996, pp. 10-13. ガリレオの示した自然法則がアルテミジアの絵画に影響を与えて
いるという説に関しては、ガラードも《ユディトと侍女》（デトロイト美術研究所）に関して、ガリレ











































                                                 
102 Longhi 1916, pp. 293-294. 

























 この頃描かれた肖像画として、《旗手の肖像》（1622 年 / 図 1-39）が挙げられる。今日に至る
まで像主は判明していない。本作品は、1964 年にカンヴァスの裏側に署名が発見されアルテミジ
アへの帰属が確定された110。服装から 1572 年に二つの騎士団が統合されてできた聖マウリツィオ







                                                 
104 Solinas 2011, p. 37.  
105 Bissell 1999, pp. 144-145. 資料編史料 4 参照。 
106 Ibid., p. 144. 
107 Solinas 2011, p. 117. 資料編書簡 8 参照。 
108 オラツィオのジェノヴァ行きに際して、アルテミジアもまた一時的に父に同行したのではないかと
ガラードは想定しているが、滞在を示す具体的な史料はないためこれに懐疑的な意見もある。Garrard 
1989, pp. 55-59; Bissell 1999, pp. 36-37. 
109 Bissell 1999, pp. 38-43. 
110 Ibid., pp. 216-219, cat. no.13. 
111 Carla Bernardini in Contini e Solinas 2011, pp. 180-183. 








年 / 図 1-44）が挙げられる。《アウローラ》については、バルディヌッチがアルテミジア伝の中
で褒め称えており、先行研究ではフィレンツェの同時代絵画（図 1-43）の影響を受けていること
が指摘されている115。また《スザンナ》は、洗浄の結果署名が見つかり、この時期の基準作の一

















この時期の画家の評判を示すものとして、小ピエール・デュモスティエ（Pierre Dumostier le neveu 




パリ出身のピエール・ドゥモスティエが 1625 年 12 月末日、ローマにて描けり。非常に
                                                 
113 Contini in Contini and Solinas 2011, pp. 186-189.  
114 Bissell 1999, pp. 220-222, cat. no. 15. 
115 Bissell 2009, pp. 180-181. 
116 Mann in Christiansen and Mann 2001, pp. 355-358. 
117 Bissell 1999, pp. 219-220, cat. no. 14  
118 Mann in Christiansen and Mann 2001, pp. 368-370. 
119 Garrard 2001, pp. 64-75. 
120 デュモスティエや後述するシモン・ヴーエらの残した作品から、この頃アルテミジアはローマのフ
ランス人サークルに接近していたようである。なお、小ピエール・デュモスティエをはじめとするデ
ュモスティエ一族については、Mariette 1966, vol. 2, pp. 129-132 を参照。なお、マリエットの執筆年に















アルテミジアに対するもう一つの称賛の形は、シモン・ヴーエ（Simon Vouet / 1590-1649 年）の描
いた肖像に見出せる。2000 年、ローマで 17 世紀の代表的な教養人であるカッシアーノ・ダル・





















シモン・ヴーエはパリ出身で、1613 年から 1627 までイタリアに滞在した。アルテミジアがロ
                                                 
121 “Faict a Rome par Pierre Du Monstier Parisien, Ce dernier de Decemb.re 1625./ aprez la digne main de 
l'excellente et sçavante Artemise gentil done Romanine”   
122 “Les mains de l’Aurore sont louées et renommées pour leur rare beauté. Mais celle cy/ plus digne le doit 
estre mille fois plus, pour scavoir faire des merveilles, / qui ravissent les yeux des plus Judicieux.” 
123 アルテミジアをアウローラに例える事例については、第 3 章第 1 節で後述する。 
124 Solinas 2000, p. 210.  




ア・ディ・サン・ルーカ（Accademia di San Luca）の総長を務め、1627 年にフランスへ帰国した
後は、宮廷画家として華やかなキャリアを築いた126。この肖像が描かれたのはヴーエがローマで
活動した 1622 年から 1626 年頃ということになる。ふたりの画家は距離的にも近い場所に住んで
いた127。肖像画からは、1620 年代に彼らが比較的親しい関係にあったことが推察される。 
肖像画の持ち主であったカッシアーノは、バルベリーニ家に仕えた教養人で、当時ローマの芸




カッシアーノはジョヴァンナ・ガルツォーニ（Giovanna Garzoni / 1600–1670 年）やアンナ・マリ













オルガ・マラセッキによれば、1638 年 10 月 18 日にはカテリーナ・ジンナージ（Caterina Ginnasi 
/ 1590 -1660 年）がサン・ルーカの会員として登録されている。ジンナージは貴族の出身で、枢機
卿ドメニコ・ジンナージ（Domenico Ginnasi / 1550-1639 年）の姪でありながら周囲にすすめられ
                                                 
126 シモン・ヴーエのイタリア滞在については Chavanne et al. 2008 を参照。    
127 ヴーエは 1622 年にローマに戻り、グリロ小路（Vicolo di grillo）に他の画家と共に住んでいた。翌
1623 年には、フェッラティーナ通り（Via Ferrantina）にシャルル・メリン（Charles Mellin / 1597-1649
年）と思われる画家、“Carlo”と共に住んでいる。同じ通りには後に妻となるヴィルジニア・ヴェッツ
ィ（Virginia Vezzi / 1601-1638 年）が両親と兄弟と共に住んでいた。Tuillier 1990, p. 100. 一方、アルテ
ミジアはコルソ通りに住んでおり、どちらの住所も現在のスペイン広場周辺の旧市街にあたる。当時
ローマに存在したフランス人画家のコミュニティについては、Bousquet 1980 などを参照。 
128 「紙の博物館」については、Claridge et al. 1996-2001 および Freedberg 1997-2001 などのカタログが
ある。 
129 Solinas 2011, pp. 82-88, 117-118. このうち 3 通については、資料編書簡 1、書簡 8、書簡 9 を参照。 
130 特にヴァイアーニの活躍については、近年ホルスト・ブレーデカンプがガリレオ・ガリレイとの関
連からわかりやすくまとめている。Bredekamp 2012, pp. 337-349. 
131 サン・ルーカについては、古くはアカデミー研究史における古典的な著作の中でペヴスナーが取り
上げている。また特にアルテミジアがローマにいた 17 世紀前半の活動に特化したモノグラフとして









年には、1651 年に記録された女性画家たちに加えてプラウティッラ・ブリッツィ（Plautilla Bricci 
/ 1616-1690･1705 年）、イッポリータ・デ・ビアージ（Ippolita de Biasi / 生没年不詳）とマッダレ
ーナ・コルヴィーニ（Maddalena Corvini / 生没年不詳）が登録されている134。従って、17 世紀の
半ばにはサン・ルーカには一定数の女性メンバーがいたとみなせる。しかし、このなかにアルテ
ミジアの名前を見つけることはできない。 



















                                                 
132 Melasecchi 2001, pp. 21-23. 
133 Rome, Archivio dell’Accademia di S. Luca, vol. 166, n. 87. Published by Melasecchi (Melasecchi 2004, pp. 
462-466). 
134 Rome, Archivio dell’Accademia di S. Luca, vol. 69, c. 296. Published by Melasecchi (Malasecchi 2001, pp. 
21-23). 
135 Rome, Archivio dell’Accademia di S. Luca, n. 29. Registri Accaemiche Pittrici, I Nomi delle Pittrici 
Accademiche, manoscritti digitarizzati, con numerazione [0001-0022]. 資料編史料 7 参照。 
なお、ヴィルジニア・ヴェッツィは夫であるヴーエと共に 1626 年にフランスへ渡っているので、登
録期間は 1620 年代と推測される。 
136 オラツィオとサン・ルーカの関係については、Bissell 1981, pp. 101, 103 を参照。 
137 Solinas 2011, p. 37. 






リベラ（Fernando Enríquez Afán de Ribera / 1583-1637年）がアルテミジアの顧客になったのである。
アルカラ公は、セビリアの大貴族の息子であり、教養を備えた人物で、若いころから絵画に大き
な関心を寄せ、『絵画芸術』（Arte de la Pintura）を著したパチェコとも親しく付き合っていた139。
一方で政治的才覚には乏しく、大貴族の常としてナポリ副王職を目指すものの、初めての公職で
あるカタロニア副王の地位を得たのはようやく 1618 年のことであった。1623 年に親フランス派
のマッフェオ・バルベリーニが教皇ウルバヌス 8 世として登位すると、スペインの宰相オリバー
レスは学問好きな新教皇の好感を得ることを期待して、アルカラ公をローマ大使に推薦した。ア
ルカラは 1625 年 7 月 29 日に着任し、1626 年 2 月までローマに滞在したが、この時期の活動は詳
しく記録されていない140。 
アルテミジアはアルカラ公のために、1620 年代には少なくとも 3 枚の作品を仕上げたと見られ
る。既に言及した《悔悛のマグダラのマリア》の他、《キリストと子供たち》と《ハープをひくダ
ヴィデ》である。最終的に、アルカラ公の居城、カサ・デ・ピラトス（Casa de Pilatos）の死後の




















                                                 
139 Brown and Kagan 1987, p. 233.  
140 Brown and Kagan 1987,  p. 235. 
141 その他の 3 点の内訳は、画家の自画像 2 点、洗礼者ヨハネが 1 点である。Ibid., pp. 248-255. 
142 アルカラ公の目録において《キリストと子供たち》はアルテミジアの作品に基づくコピーと記され
ており、ピサの展覧会に出品されたのは、その原作ではないかと言われている。Adrianna Capriotti in 
Contini and Solinas 2013, pp. 39-41. 
143 主題については、マルコ（10:13-16）におけるキリストの言葉、「幼子らをわたしの所に来るままに
しておきなさい。止めてはならない。神の国はこのような者の国である」に基づくとされる。Ibid. 
























性が高いのはヴェネツィアにあったアカデミア・デ・デシオージ（Accademia de’Desiosi / 以下デ
シオージと呼ぶ）であると結論付けている151。 
このデシオージの中心的な人物であったとみられるジャン・フランチェスコ・ロレダン（Gian 
Francesco Loredan / 1607-1661 年）は、ヴェネツィアのロレダン・ダ・サンタ・マリア・フォルモ
ーサ（Loredan da Santa Maria Formosa）家出身の貴族で詩人である152。1623 年に弱冠 16歳でアカ
デミア・デリ・インコニーティ（Accademia degli Incogniti / 以下インコニーティと呼ぶ）を設立し、
ヴェネツィアの文学界における活発な議論の場とした。一方のデシオージについては、知られて
                                                 
145 テゾーロ礼拝堂の装飾をめぐる人選については Strazzullo 1978, pp. 11-23 を参照。デ・ドミニチの反
応については、例えば、「カラッチョロ伝」などを参照。De Dominici 2003-2008, vol.1, p. 976. 
146 Lattuada in Christiansen and Mann 2004, pp. 379-391. 
147 Lappier 2000, pp. 414-417. 
148 Locker 2015, pp. 44-67. 
149 ジェローム・ダヴィッドの画業に関しては、Loir 1998 を参照。 
150 原文は次の通り。“ARTEMISIA GENTILESCHI ROMANA FAMOSISSIA PITTRICE ACCAD. Ne’ 
Desiosi.”  












ントーニオ・コッルラーフィ（Antonio Collurafi / 1585-1655 年）はアルテミジアに詩をささげてい
る153。またロレダンのサークルには、初期フェミニストとして知られるルクレツィア・マリネッ




























                                                 
153 Collurafi 1628, pp. 4-7. 
154 ロレダンからアルテミジアへの手紙については Ivanof 1965 および Bissell 1999, pp. 165-166 を参照。
後にロレダンはピエトロ・ミケーレと共に『墓場：風刺的墓碑』（Il Cimiterio: Epitafio Giocoso）を出版
し、その中でアルテミジアの死を風刺的に表現している。Loredano and Michele 1653 参照。一方で、1620
年代の書簡は画家への憧憬をうたったもの。 
155 エステル書については、Apocrypha 1, pp. 188-240.   
156 Garrard 1989, pp. 72-76; Bissell 2009, pp. 182-184. 
157 なお、ヴェロネーゼの作品は、1662 年にフランスの銀行家エヴェラール（Everard Jabch）が購入す





ア・マリネッリの著作『女性の高尚さと卓越性および男性の欠点と短所』（La nobilità et l’eccelenza 



































                                                 
158 Locker 2015, pp. 70-73. 
159 Passi 1599 参照。 
160 Locker 2015, pp. 70-73. 
161 Ibid., pp. 78-83. 
162 Ibid., p. 76. 








































                                                 
164 Locker 2015, pp. 72-84. ピゲッティの作品に関する詩に関する報告は Toesca 1971, pp. 89-90; Garrard, 
1989, p. 173. またピゲッティとタラボッティの関係に関しては、Lapierre 2000, p. 415; Locker 2015, p. 73.   
165 Locker 2015, pp. 85-87. 
166 Bissell 1999, pp. 146. 
167 Pierguidi 2012, pp. 44-46.  




























第 2 章 




































                                                 
＊本章の内容は、主に Kawai 2015a および Kawai 2015b に基づいて加筆・修正したものである。 
1 Kitahara 2008, p. 291.  
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知》（図 2-1）である。この作品には 1630 年の年記がある。暗い画面に大胆におかれたハイライト















式に反応している。特に、マッシモ・スタンツィオーネ（Massimo Stanzione / 1585-1656 年）らが
得意としたナポリにおけるボローニャ派古典主義を積極的に取り入れたと思われる。マッシモ・





デ・リベラ（Gusepe de Ribera, detto lo spagnoletto / 1591-1652 年）の好敵手と捉えられており、ま
たアルテミジアとも親しかったと言われている7。これから見ていくように、ブエン・レティロ宮
                                                 
2 ナポリの公共銀行の成立と発展については Lazzarini 2002, pp. 15-32 を参照。  
3 Mann 2008, pp. 97-99. 
4 Nicolson 1990, pp. 9-15. 
5 例えば Bissell 1999, pp. 42-43. なお 17 世紀前半のナポリ絵画については、Spinosa 2010, pp.15-160 を
参照。 
6 De Dominici 2003-2008, vol. 1, p. 107. 
7 デ・ドミニチはスタンツィオーネがサン・マルティーノ修道院のために描いた絵画の出来栄えにリベ
ラが嫉妬し、誤った方法で洗浄するように修道士たちをそそのかして絵を損なったというエピソード
を伝えているが、真偽のほどは定かではない。De Dominici 2003-2008, vol. 1, p. 97. 
 後にナポリ大聖堂のテゾーロ礼拝堂では、1641 年にドメニキーノが亡くなり、残った場面をリベラと
スタンツィオーネのふたりで分担し 1 枚ずつ描いているので、少なくとも彼らが共に受注を競い合う




















で派遣され、通常 2 期務めた10。 
アルカラ公は副王として 1629 年 8 月 19 日にナポリ入城を果たしたが、その在位期間は当初か




ドと結婚することになったフェリペ 4 世の妹マリア・アナは、長い旅の道中 1630 年 8 月 8 日にナ









聘の可能性に言及している。Bissell 1999, pp. 56-59. ロッカーもまた、教皇ウルバヌス 8 世を出したバ
ルベリーニ家周辺と、スペインとの外交関係に立脚したアルテミジアのナポリ移住説を発展させてい
る。Locker 2015, pp. 15-16。  
9 Locker 2015, pp. 19-26. 
10 Kitahara 2008, pp. 291-293.  
11 アルテミジアもまた、1630 年 8 月 31 日付のカッシアーノ・ダル・ポッツォ宛ての書簡で、マリア・
アナのために働いたと述べている。Solinas 2011, pp. 85-86. 
12 ナポリ副王としてのアルカラ公の活動については次を参照。Coniglio 1967, pp. 219-232. 結局 1631 年
以降、アルカラ公がナポリ副王に復することはついになく、シチリア副王としてパレルモに赴任して















de Acevedo y Zúñiga / 1586-1653）は、1631 年 5 月 14 日、ナポリに着任した。彼はスペインの宰相
オリバーレスの妹と結婚しており、政治的には常にこの宰相に忠実であった。着任早々、その年
















                                                                                                                                                        
ョンについては Brown and Kagan 1987 に詳しい。 




ーマで仕事をする機会を手配してくださいますようにお願いいたします。」“ Sappia V. S. che il sig. conte 
de Monterrey è venuto qui per viceré sintanto che il Duca d’Alcalà vada in Spagna a render conto delli suoi beni 
o mali portamenti, ch’io nolo so. Sebbene qui si dice che tornerà, io per me non so credo. Io mi trovo qui senza 
questo servizio, e però vorrei supplicar V. S. di procurar qualche occasione in Roma per me da servir con la mia 
servitù.” Bottari and Ticozzi 1976, vol. 1, pp. 342-348.   
14 ガルツォーニの伝記的事柄については Casale 1991, pp. 5-11 に詳しい。また、ガルツォーニとジェン
ティレスキの関係については Bissell 1999, pp. 56-59 を参照。 
15 モンテレイ伯の副王としての活動に関しては、Coniglio 1967, pp. 231-239 を参照。 
16 フィノーリアの活動については、展覧会カタログ Fonseca 2000 に詳しい。 
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17、スタンツィオーネ《両親へのいとまごい》（図 2-7 / 署名入り）および《洗礼者ヨハネの説教》
（図 2-8）、フィノーリア《牢獄の洗礼者ヨハネ》、スタンツィオーネ《洗礼者ヨハネの斬首》（図
2-9）の 6 枚で構成されていたと見られる18。この 6 枚は 1660 年代にブエン・レティロ宮を訪問し




後、19 世紀にプラド美術館に入り、スタンツィオーネとジェンティレスキの作品 5 点は、現在も
同美術館に所蔵されている19。 



















かせていた可能性があり、このため、コダッツィがナポリにいたのが確実な 1634 年 1 月以降が想
定できる22。ビッセルはコダッツィがナポリにいた可能性のある 1633 年を上限とし、アルテミジ






                                                 
17 Bissell 1999, pp. 249-256. 
18 スタンツィオーネの作品については次を参照。Schutze and Willette 1992, pp. 201-202. 
19 フィノーリアの作品については、現存作品の中には特定されていない。Vannugli 1994, pp. 59-73. 
20 なおブエン・レティロ宮についてのモノグラフとして Brown and Elliot 1980 がある。 
21 Garrard 1989, pp. 97-99; Contini 1991, pp. 67-68; Bissell 1999, pp. 249-256; Mann 2001, pp. 405-407.  
22 Vannugli 1994, p. 64. なお、フィノーリアのコンヴェルサーノにおける活動は、Fanelli 2004 に詳しい。 
23 Bissell 1999, pp. 249-256. 
24 Ubeda Los Cobos in Contini and Solinas 2011, pp. 204-205. 
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いたことになる。従って、制作年は遅くとも 1634 年から 1635 年頃としてよいだろう25。 
 また、モンテレイはイタリアで集めた絵画のコレクションアを 2 度に分けてスペインに送った
とされており、最初は 1633 年、2 回目は自身の帰国と同じく 1637 年 11 月 12 日である26。今のと
ころ、どちらの輸送貨物に連作が含まれていたかは判明していない。ガラードとコンティーニは、
6 枚の連作が 1633 年の便に含まれていたのではないかと推測している。一方で、ソローフラにあ
る《ザカリアの幻視》の存在を考慮すれば、グアリーノがこれを制作した 1637 年頃までマッシモ
の《ザカリアへのお告げ》はイタリア国内に残っていた可能性もある。ゆえに、書簡との整合性



























                                                 
25 Garrard 1989, pp. 97-99; Contini 1991, pp. 67-68; Bissell 1999, pp. 249-256; Mann 2001, pp. 405-407. 
26 Brown and Elliott 1980, pp. 123-125. 
27 ヴァンヌーリによれば、エレミタ・デ・サン・フアンは、草庵と言いつつも、実質的にはブエン・
レティロ宮の管理責任者の公邸としての機能をもっており、それなりの規模と部屋数を持った独立棟
であったと見られる。Vannguli 1994, p. 68.  
28 Ibid., p. 68.  
29 Finaldi 2007, pp. 749-758 ; Ubeda Los Cobos in Contini and Solinas 2011, pp. 204-205. 
30 洗礼者ヨハネの出生に関してはルカ（1:5-80）、 処刑に関してはマルコ（6:14-29）。 










































                                                 
32 同時代の作例としては、ローマのサン・ジョヴァンニ・イン・ラテラノ教会の洗礼堂（サン・ジョ
ヴァンニ・イン・フォンテ）においてアンドレア・サッキが制作したフレスコ連作（1644 年）が挙げ
られる。ここにも両親へのいとまごいの場面が見られる。Réau 1956, vol. II-1, p. 443. 
33 Mann in Christiansen and Mann 2001, pp. 405-407. 




ニ・バルドゥッチ（Giovanni Balducci / 1560-1631 年）《洗礼者ヨハネの誕生》（図 2-18）、《洗礼者































ポッツォーリは、ナポリの北西約 11 キロに位置する港湾都市（図 2-21）である。古来より交通
の要所として発展し、使徒パウロが布教の途中に寄港した街として聖書にも登場する40。リオー
ネ・テッラと呼ばれる岬の突端に、古代神殿を利用して建てられたこの街の大聖堂（図 2-22，2-23）
は、1630 年にポッツォーリの司教となったマルティン・デ・レオン・イ・カルデナス（Martín de León 
                                                 
35 Strazzullo 1984, pp. 61-67.  
36 Garrard 1989, pp. 97-99 
37 Ibid., pp. 97-99. 
38 Schütze and Willette 1992, p. 220, fig. 230. 




y Cárdenas / 1584-1655 年）によって、大きな変貌を遂げることとなる41。工事によって新たにつく
られた内陣部分（図 2-26）は、1635 年から 1640 年頃にかけてジョヴァンニ・ランフランコ（Giovanni 







では、ポッツォーリ大聖堂の内陣にアルテミジアの手になる 2 枚の絵画が残るとしており、1 枚
は《円形闘技場の聖ヤヌアリウス》、もう 1枚は現在も残っているアゴスティーノ・ベルトラーノ















にとどまり、翌 1631 年、スペイン王フェリペ四世の推挙により、教皇ウルバヌス 8 世によってポッツ
ォーリ司教に任命され、同年着任した。以後、スペインから赴任してくるナポリ副王たちと政治的関
係を持ちつつ、ポッツォーリの発展に貢献していくこととなる。デ・レオンについては Ambrasi and D’ 
Ambrosio 1990, pp. 287-294 の他、モノグラフとして Vallejo Penedo 2001 がある。 
41 Ambrasi and D’ Ambrosio 1990, pp. 287-294. 
42 工事の経緯に関しては次を参照。D’ Ambrosio 1973, pp. 27-32, 63; D’Ambrogio and Giamminelli 2000, 
pp. 21-25. ダンブロージョはヤヌアリウスへの再献堂については明言するのを避けている。また別の機
会には、デ・レオンがヤヌアリウスを加えたことは認めながらも、プロクロスがポッツォーリ大聖堂
の古くからいる唯一の献堂対象であると述べている。D’Ambrogio 2007, pp. 243-250.  
その一方で 1973 年のモノグラフには、プロクロスとヤヌアリウスへの再献堂を示すデ・レオンの碑
文が収録されている。D’ Ambrosio 1973, p. 63. ここに収録された 1633 年の碑文では、明らかにふたり
の聖人が大聖堂の献堂対象（titolare）とされていることから、少なくともデ・レオンが大聖堂を献堂し
た当時、ヤヌアリウスも同様に捧げようと意図していたことは間違いない。  
43 Medici 1792, pp. 456-457.  
44 Da Morrona 1812, p. 483; Locker 2010, pp. 27-37. 
45 Longhi 1916, p. 313. 
46 Christiansen and Mann 2001, pp. 411-414; Contini and Solinas 2011, pp. 218-221. なお、大聖堂自体も修復


































るを得ない。さらに、火災以前、つまり 20 世紀の状況に復元された内陣には、明らかに 17 世紀
の改修工事より後に加えられた絵画主題が見受けられること、配置に関しても主題同士の関係性
                                                 
47 Bissell 1999, pp. 256-259. 
48 建築体の保存修復に関しては、2003 年にカンパニア州主催の国際設計コンペティションが実施さ
れ、マルコ・デッツィ・バルデスキ案が採用された。これについては次を参照。Gianfrano 2006; Culotta, 
Florio and Sciascia 2006. 
49 アゴスティーノ・ベルトラーノに関するまとまった考察は少ないが、Della Ragione 2010, pp. 5-10 に
ポッツォーリ大聖堂関連の作品が取り上げられている。特に《聖ヤヌアリウスの斬首》については Leone 
De Castris 1997, pp. 49-91 でも言及されている。 
50 D’Ambrosio 1973; D. Ambrasi and D’Ambrosio1990; D’Ambrosio and Giamminelli 2000. 



































する記述がある55。デ・レオン司教は、1635 年および 1640 年にヴァティカンに提出したアド・リ
ミナ報告書において、大祭壇を飾る大画面が「ボローニャのグィド」（グィド・レーニ）によって
描かれ、装飾がランフランコやその他の画家の手になることに言及するのみで、その他の画家に
                                                 
52 Archivio Storico Diocesano di Pozzuoli, Sez. I, Vescovi e Curia, Atti di S. Visita di Martino de León y 
Cárdenas, Martino de León y Cárdenas, 1632; A. D’Ambrosio 1973, pp. 111-113 
53 また、翌 1633 年 4 月 30 日に大聖堂を再献堂した。D’Ambrosio and Giamminelli 2000, p. 22.なおピ
ッキアッティは、コジモ・ファンザーゴと並ぶナポリバロックの代表的建築家である。Dizionario 
enciclopedico di architettura e urbanistica, vol. 4, p. 444. 
54 アド・リミナ報告書とは、司教がヴァティカンへの定期訪問（アド・リミナ）を行う際に提出され
る報告書である。17 世紀のポッツォーリの場合は原則として 3 年毎に行われていた。 
55 Archivio Segreto Vaticano, Congregazione del Concilio, Relationes Dioecesium, Congr. Concilio, Relat. 







ィド・レーニ（Guido Reni / 1575- 1642 年）の作品ではなく、現在はアゴスティーノ・ベルトラー
ノに帰属されている57。 
1636 年、デ・レオンはコジモ・ファンザーゴ（Cosimo Fanzago / 1591-1678 年）との間に第二次
改修工事の契約を結んだ。この工事により、内陣は北側にさらに拡張され、大祭壇が拡張された
部分へ移動された58。続く 1640 年の報告書には、内陣壁面に配された絵画として 11 主題が挙げら













1646 年の報告書は、内陣部分に関しては 1640 年の報告書を踏襲したものとなっており、列挙
されている主題の数や順序も変わらない。また 1649 年の報告書には、もはや内陣の詳しい記述が
ないため、ここでは詳細を省く61。これらの報告書の記述を総合すると、内陣部分に関しては、お
                                                 
56 ナポリ大聖堂のテゾーロ礼拝堂（Cappella del tesoro di san Gennaro）の装飾をめぐっては、1610 年代
からドメニキーノが死去する 1641 年まで、地元の芸術家たちの反発にもかかわらず、礼拝堂委員会は
ローマ・ボローニャ系の画家の招聘を繰り返している。Strazzullo 1978, pp. 11-22. 
57 ポッツォーリ大聖堂の大祭壇画に関しては、様式的にグィド・レーニの作品でないのは明らかであ
る。18 世紀の目録では、ピエトロ・ダ・コルトーナ（Pietro da Cortona /1596-1669 年）、近代に入って
からはヨハン・ハインリヒ・シェーンフェルト（Johann Heinrich Schönfeld / 1609-1684 年）への帰属も
挙がっているが、現在はアゴスティーノ・ベルトラーノに帰属されている。Ortlani 1929, pp. 7-9; 
D’Ambrosio and Giamminelli 2000, pp. 99-100. 
58 D’Ambrosio1973, pp. 27-31; D’Ambrosio and Giamminelli 2000, pp. 23-24. コジモ・ファンザーゴは 17
世紀前半にナポリを席巻した建築家のひとりである。Spinosa1994, pp.736-743 
 なお、ピッキアッティ及びファンザーゴなどを含む 17 世紀のナポリの建築の全容を解説したものと
して Kawamura 2015 などがある。 
59 Archivio Segreto Vaticano, Congr. Concilio, Relat. Dioec. 670 A, De León y Cárdenas, 1640. 
60  1929 年に行われた絵画修復の際、セルジョ・オルトラーニは署名および様式に基づいて他の作者
に言及しており、現在までおおむねこの帰属が引き継がれている。Ortlani 1929, pp. 7-9. 一部の作品に
ついては、オルトラーニが判断した帰属と後にダンブロージョとジャミネッリの研究において示され
た帰属は異なっている場合がある。本稿ではダンブロージョとジャミネッリの帰属に従う。D’Ambrosio 
and Giamminelli 2000, pp. 99-100. 
61 Archivio Segreto Vaticano, Congr. Concilio, Relat. Dioec. 670 A, De León y Cárdenas, 1646; 1649.  
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62 “Ultra tabulas in dicta alia visitatione relatas addidimus etiam alias insignes magnas tabulas ab eodem Equite 
Iohannes Lanfranco, et alijs diversis famosis, et peritioribus pictoribus confectas, quas in choro, et alijs locis 
extra altaria dictæ Cathedralis posuimus, videlicet. / Iconas Nativitatis Domini Nostri Iesu Christi, eiusdem ante 
sanctissimam Passionem orantis, Apparitionis eiusdem Domini Nostri Iesu Christi, Beatæ Virginis Sanctissimi 
Rosarij, Sancti Pauli Apostoli e Regio Puteolos adeuntis, Sancti Onesimi eiusdem Sancti Apostoli discipuli, 
Sancti Patrobe(sic) Apostoli Episcopi Puteolani Ecclesiam Puteolanam fundantis, Sancti Celsi Episcopi 
Puteolani a Principe Apostolorum consecrationem accipientis, Sancti Proculi Martyris Puteolani, et Titularis cum 
Sancta Nicea matre, Sancti Ianuarij Episcopi, et Sociorum Martyrum in amphiteatro Puteolano feris obiectorum, 
ac S[anctorum] Onesimi, Erasmi, Philadelphi, Cyrini, et sociorum, qui in hac eadem Civitate martyrio coronati 
fuerunt” . Archivio Segreto Vaticano, Congr. Concilio, Relat. Dioec. 670 A, De León y Cárdenas, 1640, stampati. 
Published by D’Ambrogio and Giaminelli (D’Ambrogio and Giaminelli 2000, pp. 23-24); by Kawai (Kawai 
2015b, pp. 279-280). 
63 1635 年のアド・リミナ報告書を指すと思われる。同報告書には内陣天井のフレスコによる装飾画、
大祭壇画および身廊に置かれた各祭壇の祭壇画に関する記述がある。Archivio Segreto Vaticano, Congr. 
Concilio, Relat. Dioec. 670 A, De León y Cárdenas, 1635. 
64 「主の公現」と解釈した。従って現存作品としてはアルテミジア・ジェンティレスキの《マギの礼
拝》を想定している。 





























                                                 
66 ビッセルもこの 1640 年の記録から、内陣のプログラムがキリストおよびマリア伝的主題から、ポッ
ツォーリの歴史上重要な聖人の伝説へと構成されていることを示唆している。Bissell 1999, p. 257. 本稿
ではより詳細に、聖人伝を二大使徒に関わるものとポッツォーリの聖人たちに関わるものへと分類し
三つに大別した。 
67 ランフランコのポッツォーリ大聖堂関連の受注に関しては次のモノグラフを参照。Bernini 1985, pp 
109-110. また、本作品に関しては次のカタログに詳しい。Schleier 2001, pp. 312-313. 
68 ポッツォーリの教会史に関しては次を参照。Ughelli 1720, pp. 267-290; Scherillo1845, pp. 909-915; 
Ambrasi and D’ Ambrosio 1990, pp. 3-17. 
69 本作品を含むポッツォーリ大聖堂関連の作品は、兄弟のフランチェスコ・フラカンツァーノとの共
作とも言われている。次のモノグラフを参照。Della Ragione 2011, pp. 31-34. 
70 本作品に関しては次を参照。Schütze and Willette 1992, p. 210. 
71 聖パトロバについては次を参照。Stramare 1968, pp. 414-116; Ambrasi and D’Ambrosio 1990, pp. 3-17. 
72 本作品については次のカタログに収録されているものの、執筆者のバルボーネ・プリエーゼは、こ
の主題を《聖アスプレンを叙任する聖ペテロ》と解釈している。Fonseca 2000, p.162.   
73 聖ケルススに関しては次を参照。Ambrasi and D’Ambrosio 1990, pp. 3-17; Falkenstein 1962, p.1120. 
74 本作品については Schleier 2001, pp. 312-313 において参考作品として言及されている。また、Schleier 

































って徐々に改変されていったが、特に 18 世紀のポッツォーリ司教ニコラ・デ・ローザ（Nicola de 
Rosa di Villarosa / 1693-1774）によって行われた修復は、内陣における最初の大きな改変であった
可能性が高い。1762 年、デ・ローザは、内陣部の絵画を修復したことをアド・リミナ報告書にお
                                                 
75 聖オネシムス以下の殉教者たちについては次を参照。Morabito 1961, pp. 832-833; D’Ambrosio and 
Giamminelli 2000, pp. 99-100. 
76本作品は、18 世紀の伝記において大聖堂内にあるジェンティレスキの作品として言及されている。
Da Morrina 1812, vol. 2, p. 485. なお、本作品は次のモノグラフおよびカタログに収録されている。Bissell 
1999, pp. 256-259; Christiansen and Mann 2001, pp. 411-414; Contini and Solinas 2011, pp 218-221.  
77 ヤヌアリウスの殉教日は 305 年 9 月 19 日とされており、現在もその祭日にはナポリ全市をあげて
盛大な祝祭が行われる。 
78 ヤヌアリウス伝については、Ambrasi 1965, pp.135-151 を参照。 
79 本作品については次のカタログで参考作品として言及されている。Christiansen and Mann 2001, pp. 
411-414. また、次のモノグラフおよびカタログに収録されている。Bissell 1999, pp. 256-259; Contini and 
Solinas 2011, pp. 222-223. なお聖プロクロスに関しては次を参照。Ambrasi and D’Ambrosio 1990, pp. 


























                                                 
80 デ・ローザは、報告書内で大聖堂を装飾していた絵画が時の経過と共に傷んでいたことに言及して
いる。これが絵画の入れ替えの動機の一つであったと考えられる。Archivio Segreto Vaticano, Congr. 
Concilio, Relat. Dioec. 670 B, De Rosa, 1762. 
81 デ・レオンを指す。実際の任命年は 1631 年である。彼は 1650 年にスペイン支配下のシチリアの首
都、パレルモの大司教に任命され、ポッツォーリを去った。 
82 カルロ・ディ・コスタンツォについては不詳。 















































が 17 世紀の内陣の様子を知る上で重要である。 






                                                 
89 Archivio Storico Diocesano di Pozzuoli, Chiesa Cattedrale, Busta 5, Fascicolo 1768-1778（collocazione 
provvisoria), non numerati, Anonimo autore, 1768. 本史料は製本された大聖堂関連史料雑録の中に含まれ
ており、ページ番号などはなく、正確な起草日や筆者も不明である。また、Kawai 2015b に一部引用さ
れるまで、ポッツォーリにおいても未刊行であった。資料編史料 8 を参照。 
90 1640 年のアド・リミナにおいて言及されている具体的な画家名はランフランコのみである。 






ルテマスの殉教》（図 2-43）を含んだ 3 点の絵画を新たに内陣に加えた可能性が高い。なぜなら、


























                                                 
92 なお、《無原罪の御宿り》が壁面に置かれていたという記録はなく、ジャミネッリとダンブロージョ
はここで、《ロザリオの聖母》を誤って《無原罪の御宿り》と表記しているように見受けられる。
D’Ambrosio and Giamminelli 2000, p. 25.   
93 本作品については次を参照。Bissell 1999, pp. 256-259. 
94 チェーザレ・フラカンツァーノの作品については次を参照。Della Ragione 2011, pp. 31-34. 
95《聖アレクサンデルの奇跡》はアゴスティーノ・ベルトラーノの作とされる。大祭壇の《聖ヤヌアリ
ウスの斬首》と共に Della Ragione 2010, pp. 5-10 を参照。また、《聖アルテマスの殉教》はランフランコ
工房の作とされている。これについては、 Schleier, 2006, pp. 109-110 において構想素描との関係から裏
付けられている。聖アルテマスおよび聖アレクサンデルを含む 17 世紀のポッツォーリにおける聖人崇










従って、17 世紀におけるこの 2 作品の関係は不明ながらも、18 世紀に内陣に入った時点で対とし
て構想されていた可能性を指摘するにとどめる。 




































                                                 








































噴火の際、および 1637 年の副王交代の際、ポッツォーリに一時期滞在していた101。 
                                                 
98 聖アスプレンに関しては次を参照。Ambrasi and D’Ambrosio 1990, pp. 3-17; Fusconi 1962, pp. 507-511. 
なお、ナポリ司教区と聖ペテロに関しては Scherillo1859 も参照。 
99 Annecchino 1960, pp. 189-205. 
100 Ibid., pp. 206-226 
101 モンテレイ伯に関しては、Coniglio 1967, pp. 231-239 を参照。なお、ポッツォーリ滞在に関しては次
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 聖ヤヌアリウスの殉教伝に関しては、6 系統ないし 7 系統の中世写本が残されているが、とり
わけ「ボローニャ伝」（Acta Bononiensia）と「ヴァティカン伝」（Acta Vaticana）はよく知られてい
                                                                                                                                                        
の史料から裏付けられる。Archivio Segreto Vaticano, Segr. Stato, 29, fols. 484-485; 33, fol. 278. また、ふた
りの親密な関係については、同時代の歴史家フランチェスコ・カペチェラートロが言及している（年
代記は 19 世紀になってから出版された）。Capecelatro 1849, p. 129. 
102 Annecchino 1960, pp. 218 -219.   
103 枢密会議（Consiglio Collaterale）は副王が主催するナポリ王国統治の最高機関であり、マドリード
のイタリア諮問会議と連絡を保ちながら、軍事、行政、司法に関わる重大事項を決定した。Kitahara 2008, 
p. 292.  
104 デ・レオン司教の業績については、次を参照。Annecchino 1960, pp. 206-226; Ambrasi and D’Ambrogio 
1990, pp. 287-294.さらに副王たちとの関係も含めた詳しい伝記として次を参照。Vallejo Penedo 2001, pp. 
69-93, 117-145. 
105 Ambrasi and D’ Ambrosio 1990, pp. 287-294. 1647 年に起こったマザニエッロの反乱は、ナポリ副王の
過酷な課税に対する民衆蜂起であったが、やがて王国全土に波及し、1648 年に終息した。Kitahara 2008, 
pp. 293-296 および、Ambrasi and D’Ambrogio 1990, pp. 287-294 参照。 
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る106。「ボローニャ伝」は 1180 年の写本で、18 世紀にアレッシオ・シマッコ・マゾッキによっ
て出版された107。殉教伝自体の成立は 8 世紀以前にさかのぼるとされる。「ヴァティカン伝」は















には 1631 年のヴェスヴィオ山の噴火、1656 年のペストの大流行などの未曽有の災害のため、そ
の崇敬は盛んになった111。 
 特に 1631 年のヴェスヴィオ火山の噴火がヤヌアリウス崇敬に与えたインパクトは大きく、これ
はアルテミジアの作品制作の遠因にもなったと考えられる。当時ナポリに赴任していた教皇大使
ニッコロ・エレラ（Niccolò Herrera / 活動期 1623-1642 年）はローマにいるフランチェスコ・バル





                                                 
106 聖ヤヌアリウスについて、簡潔に説明したものとして以下を挙げる。Ambrasi 1965, pp. 135-151. ま
た、聖人伝の系統なども含めたより詳細なモノグラフとして以下を挙げる。 Alfano and Amitrano. 1924.  
107 Mazzocchi 1759. 
108 「ボローニャ伝」、「ヴァティカン伝」以外に次のものが知られている。「ポッツォーリ伝」（Acta 
Puteolana / 9 世紀以降）、「聖ヤヌアリウス殉教伝」（Passio Ianuarii / 9-10 世紀頃）、「ライヒェナウ伝」
（Traslatio Ianuarii in Augiam / 11 世紀）、「ギリシア語伝」（Vita greca / 5 世紀頃）。以上の 6 つに加え、
「エウティクスとアクティウスの聖遺物奉遷伝」（Passio et translatio Eutichetis et Acutii / 10 世紀）を加
えることもある。以下を参照。Alfano and Amitrano 1924, pp. 44-56; Ambrasi 1965, pp. 135-151. 
109 ポッツォーリにおける聖ヤヌアリウス崇敬の数少ない一例として、この聖人の殉教を記念してソル
ファターラの傍らに建てられた記念堂を挙げることができる。災害の多い土地柄、幾度も破壊されて




Ambrosio 2007, pp. 243-250. 






























 首を垂れるライオンの後ろには、さらにもう 1 頭のライオンと熊が控えている。背後で襲いか
かろうと牙をむいている熊から、恐れの唸り声をあげているような中ほどのライオンを経て、手
                                                 
112 “Aggiugesi della pietà d’alcuni che sia stato visto alli 17 S. Gennaro sopra Chiesa, quando da essa uscivano 
le sue Reliquie in atto di benedir il Popolo, e si osservò che rassereno in un’istante il tempo che prima era 
scurissimo, di che si piglia informatamente, altri dicono che molte Imagini e Crocefissi di divotione habbiano 
sudaare, e dati segni di essa udir le preghiere che gli veninano porti: che habino(abbiano) visto Angeli, che 
estinguessero il foco che per bocca di Spiritati, ed altre figure [...] appare si sia saputo, che se non tratteneve S. 
Gennnaro il castigo di Dio sarebbe la citta sobissata, e altre simili, le quali li più semplici, e decoti ingrandiscono, 
e essagerano sopra modo.” Archivio Segreto Vaticano, Segr. Stato, Napoli 29, fol. 487.（未刊行） 
113 カフタルはヤヌアリウスの表象について、ミトラをかぶらず書物を持つものや、パリウムを身に着
けた古様な図像を収録している。Kaftal 1986, pp. 589-594.しかし、本稿でいくつか取り上げたように、
16 世紀から 18 世紀にかけてヤヌアリウスの表象はある程度標準化されており、多くの司教聖人と同様
にミトラとマントを身に着けていることが多い。持物は一般的に司教杖、書物、および聖遺物である
血液の入ったふたつの小瓶である。  
114 Leone De Castris 1997, pp. 49-94. 特にバロック期の画家がこの聖人をどのように描いたかに関して




















堂のテゾーロ礼拝堂に描かれたドメニキーノ（Domenico Zampieri, detotto il Domenichino / 1581- 
1641 年）による同主題作品は、貴重な現存例であり後世への影響力も大きい作品である（ナポリ


















                                                 
115 ジェンティレスキの共同制作者としては、これまでヴィヴィアーノ・コダッツィ、ミッコ・スパダ
ーロの名前が挙がっている。Scavizzi 1963, p. 37; Garrard 1989, pp. 99-101; Bissell 1999, pp. 258-259. 
116 Christiansen and Mann 2001, pp. 411-414. 
117 Primarosa in Contini and Solinas 2011, pp. 218-220 
118 この聖遺物容器について Leone De Castris 2011, pp. 37-41 に簡潔にまとめられている。 
119 台座部分にも言及した包括的なモノグラフに Fusco 1861 がある。 
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120 トンマーゾ・ヴェスポロに関しては以下に言及がある。Aldimari 1691, p. 501. ここでは 1607 年に死
亡したことになっている。なお、聖王評定院（Sacro Regio Consiglio）はスペイン統治下のナポリ王国
における最高裁判所に相当する。Kitahara 2008, pp. 269-307. 




の着想源と想定している。Strazzull1987, pp. 19-24. しかし、レージオの聖人伝では猛獣は熊とされてい
る。当時ナポリで出版されていた聖人伝には他にも、Romeo 1571 や Tutini 1633 などが存在するが、い
ずれも野獣の種類については特定しないか、熊であると述べている。なお、ダンブロージョが報告す















































                                                 
123 Bissell 1999, p. 258. 
124 ポッツォーリにおけるヤヌアリウスのエピソードは当時既に有名であり、ジュリオ・チェーザレ・






















 第 1 章で触れた《ヘラクレスとオンファレ》（消失）および本章の前半で取り上げた洗礼者ヨハ
ネの連作、ポッツォーリ大聖堂内陣装飾画の例から、アルテミジアは 1620 年代から 30 年代にか
けて、着々とスペイン系パトロネージを獲得してきたことがわかる。また特に 30 年代は、公共注
文の受注に成功している。 













                                                 
125 《受胎告知》はフランチェスコ・サヴェリオ・ディ・ロヴェッテ（Cavaliere Francesco Saverio di Rovette）
によって 1815 年にナポリで売却され、王室コレクションに入っている。これ以前の来歴は辿れないた
め、カタログ・レゾネを編集したビッセルは、この作品が元来どのような目的で制作されたかについ
て断定するのを避けている。Bissell 1999, pp. 233-234.  
126 Locker 2015, pp. 36-43. 
127 この時注文された絵は、オラツィオ・ディ・パウラ礼拝堂のための聖エリザベト（Santa Elisabetta）






















第 4 章及び 5 章で言及する。 
 
                                                 
128 Bissell 1999, pp. 63-64. 
129 トスカーナの作品を中心に紹介しているアヴェラルド・デ・メディチがあえてその伝記の中で言及
していることからも分かるように、ポッツォーリの作品群の評価は 18 世紀には高かった。Medici 1792, 
pp. 456-457.  


















ェルナンデス・デ・カストロ（Pedro Fernández de Castro, Conde de Lemos / 1576-1622年）によって1611年5
月 3日にサンタ・マリア・デッレ・グラツィエ聖堂内に設立された。初代代表（Principe）は詩人ジョヴァ
ンニ・バッティスタ・マンソ（Giovanni Battista Manso / 1569-1645年）であった2。また、詩人とし
て有名なジャンバッティスタ・マリーノ（Giambattista Marino / 1569-1625年）やジャンバッティスタ・バジーレ













                                                 
＊本章の内容は、主に Kawai 2016a に基づき、加筆・修正したものである。 
1 Locker 2015, pp. 100-124. 
2 Schütze 2001, pp. 407-409. 
3 Ibid, pp. 409-410. 
4 De Miranda 2000, pp. 76-81. 
5 Ibid., p. 409.  












肖像を描いている（1637年 / 図 3-4）。デ・ドミニチによれば、カラッチョロは「マンソとバジー
レのアカデミー」（つまりオツィオージである）に出入りしており、ローマに行ってファルネーゼ
宮のフレスコ画を研究するようにカラッチョロを説得したのがマンソということになっている10。









（Andrea Vaccaro / 1604-1670 年）やルカ・ジョルダーノ（Luca Giordano / 1634-1705 年）が創設メンバ
ーに名をつらね、アカデミーの前身とも言える聖ルカと聖アンナ組合（Congregazione dei Santi Luca ed 
Anna) が設立されたのは、実に 1664 年のことであった。Strazzullo 1962, pp. 5-6.  
一方、ナポリにおいて、中世的なギルドもまた 17 世紀には衰退の兆候を見せ始めていた。ストラッ













8 Schütze 2001, pp. 414-428.  
9 Ibid, p. 414; De Dominici 2003-2008, vol.1, pp. 962-1001. 
10デ・ドミニチの解釈では、マンソのすすめによって、カラッチョロはカラヴァッジズムからボローニ
ャ派的古典主義の影響下へ入ったということになっている。De Dominici 2003-2008, vol.1, p. 976 
11デ・ドミニチによれば、スタンツィオーネはカラッチョロの下で修業をしたと言われている。De 







年、バジーレが王妹マリア・アナのために書いた『祝婚歌』（Epitalamio / 図 3-3）の表紙を描いて
いる。また、彼は古代の画家、テーバイのアリスティデスが描いたという伝説的な主題を再現し












評価していたのかを以下に見ていきたい。   
ここでとりあげるのはオツィオージの会員であったジローラモ・フォンタネッラ（Girolamo Fonatnella / 
1612 年頃 -1644 年頃）と同じくフランチェスコ・アントーニオ・カッポーネ（Francesco Antonio Cappone / 
1620年頃-不詳）のふたりである。両者とも作品以外にその生涯について知られていることは少ない。 
フォンタネッラは 1612年頃、おそらくナポリに生まれ、1643年から 44年の間に没している。短い生涯に
多くの詩を残し、これらを収録した詩集、『頌歌』 （Ode / ボローニャ、1633年。後にナポリ、1638年 / 図







                                                 
12 Schütze 2001, pp. 418-427.  
13 Ibid., pp. 429-434. テーバイのアリスティデスが死にゆく母の像を描いたというエピソードは、プリ
ニウスの博物誌第 35 巻 36：98-99 に収録されている。Pliny 1968, pp. 332-335; Pliny 1986, pp. 1427-1428. 
14 もちろんこの背景には、姉妹芸術としての詩と絵画の思想がある。例えば、マリーノは、詩と絵画
を一度のお産で生まれた双子に例えている。“ Et somigliansi tanto queste due care Gemelle nate d’un parto, 
dico Pittura, et Poesia.” Marino 1614, p. 48.    
15 ビッセルは詩人フォンタネッラがアルテミジアの作品を所蔵していたことを報告しており、ロッカ
ーは、この点をさらに詳しく調査している。Bissell 1999, pp. 166-167, 358; Locker, 2007, pp. 243-262. 
16 本稿では 1638 年版を使用。1633 年版は未見。 
17 月天、水星天、金星天、太陽天、火星天、木星天、土星天、恒星天、至高天（天国）の順で構成さ
れている。 
18 Fontanella 1640, pp. 257-259. マリネッリについては、Ibid., p. 234. 
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Liriche / 図 3-10）は 1643年にナポリで出版され、さらに同地で 1663年に改訂版が、また 1675年にはヴ
ェネツィアでも出版されている。母の死や自らの帰郷など、詩人の個人的な出来事を多く詠み込んでい
る。 
フォンタネッラが 1643 から 44 年頃に死去し、また彼の友人でもあったカッポーネが 1643 年にムーロ・

























                                                 
19 ただし、1638年から 40年頃までアルテミジアはロンドンにいたと見られる。 
20 Alla Signora Artemisia Gentileschi Pittrice famosissima (Fontanella, Ode, Naples, 1638 / 資料編詩歌 1), 
lines 1-4.  
21 ibid. lines, 11-16. 
22 Ibid., lines 23-28. 
23 Ibid., lines 29-30. 
24 Ibid., lines 59-64. 
25 ゼウクシスとブドウのエピソードについては、プリニウスの博物誌第 35 巻 36 書：65-66に収録され
ている。Pliny 1986, p. 1421; Pliny1968, pp. 308-311. 
26 Ibid., lines 77-100. 

















画家としては、グイド・レーニ（Guido Reni / 1575- 1642年）やフランソワ・クルーエ（François Clouet 
/ 1522-1572年）がおり、いずれも、色彩画家の誉高い人物であった。従って、同時代人たちは、
色彩という価値基準でアルテミジアの作品を高く評価していたといえる。アルテミジアの色彩へ
の称賛は、次世代の詩人たちジョヴァンニ・カナーレ（Giovanni Canale / 生没年不詳）やトンマ








                                                 
28 Ibid., lines 15-24. 
29 Ibid., line 98. 
30 Alla Sig. Artemisia Gentileschi Pittrice famosa (Cappone, Poesie Liriche, Naples, 1675[1st ed. Naples, 1643] 
/ 資料編詩歌 10), lines 9-11. 
31 Ibid., lines 12-14. 
32 Alla medesima (Cappone, Poesie Liriche, Naples, 1675 [1st ed. Naples, 1643] / 資料編詩歌 11), lines 7-8. 
アペレスのウェヌスについては、プリニウスの『博物誌』第 35 巻 36 書：91-92 に収録されている。




といわれる。Pliny 1986, vol. 3, p. 1421; Pliny 1968, pp. 308-311. 
33 Alla Sig. Artemisia Gentileschi Pittrice famosa (Cappone, Poesie Liriche, Naples, 1675[1st ed. Naples, 1643] 
/ 資料編詩歌 10), lines 9-14. 
34 Canale 1662-1667; Gaudiosi 1671. 資料編詩歌 12 から詩歌 15 を参照。 
35 Bell 1993, pp. 103-129. 





































および『九天界』（（Nove Cieli / ナポリ、1640 年）の双方に登場する。『頌歌』の「同じご婦人へ」では、第
13 連で、アポロンを描いた作品に言及し、第 14 連ではそのアポロンに画家自身が似ていると述べている
42。また、アポロンがピュトンを殺したエピソードに言及し、ダフネとの悲恋をうたった後、さらに、第 21 連で
                                                 
37 Bellori 1976, p. 229.  
38 Locker 2015, pp. 117-118. 
39 Ibid., pp. 118-123. 
40 Fontanela 1640, pp. 52, 119,127, 257 - 258,263.それぞれ資料編詩歌 3 から詩歌 9 を参照。 
41 Locker 2007, pp. 15-18. 資料編詩歌 7 を参照。 

























本作品は 1989 年にマグダ・ノヴェッリがナポリ出身の女性画家ディアーナ・デ・ローザ（Diana De Rosa / 
1602-1643 年）に帰属したことによって世に知られるようになった44。ついで、1990 年 3 月ローマで行われ
たクリスティーズのオークションにおいて、17 世紀のナポリ画派を牽引した画家、マッシモ・スタンツィオー





メアリー・D・ガラードによって、本作品の主題がバッティスタ・グアリーニ（Battista Guarini / 1538-1612年）
の牧歌劇『忠実なる羊飼い』（Il pastor fido）の第 2幕第 6場に基づいていることが特定された47。『忠実な
る羊飼い』においては、アルカディアを舞台に、神官の息子シルヴィオの許婚であるアマリッリと、その相
愛の恋人ミルティッロの恋、またそれにまつわる様々な困難が語られる。この作品は 17 世紀から 18 世紀
にかけて大変好まれ、さまざまに翻案された48。コリスカとサテュロスの物語は、作品中に喜劇的なサブプ
                                                 
43 Ibid., lines 81-84.  
44 Novelli 1991, pp.147-154; Catello 1991, pp. 163-165. 
45 Christie’s 1990, lot number 129. 
46 Rocco in Bologna 1991, p. 326. 
47 Garrard 1993, pp. 34-38.  
48 『忠実なる羊飼い』（初版：ヴェネツィア、1590 年）については次を参照。Dizionario Bompiani, vol. 
6, pp. 6693-6694; Dizionario dei capolavori, vol. 2, pp. 1196-1197. またこの作品の文学史における位置づ











画が挙げられる。作者であるジョヴァンニ・ダ・サン・ジョヴァンニ（Giovanni Manozzi, detto Giovanni da San 




















その他、カタログ・レゾネを編集した R・ウォード・ビッセルは 1633 年から 1635 年頃としている。なお、ロッ







                                                 
49 Guarini 1914, pp. 73-80. 
50 Sorce 2007, pp. 122-126. 
51 Della Monica 2004, pp. 379-395. なお、デッラ・モニカの論考の中では、アルテミジアの作品につい
ては、紹介するにとどめている。 
52 Rocco in Bologna 1991, p. 326; Garrard 1993, p. 34; Bissel1999, pp. 245-247; Mann in Christiansen and 




































                                                 
53 Locker 2015, pp. 87-89.  
54 Garrard 1993, p. 34; Mann in Christiansen and Mann 2001, pp. 397-398. なお、北ヨーロッパにおける『忠
実なる羊飼い』の絵画表現の問題は Van Gelder 1978, pp. 227-259 に詳しい。 
55 ジョヴァンニによるポッツィーノの装飾に関しては、以下を参照。Giglioli 1949, pp. 77- 83; Bant 1977, 
pp. 26-28, tavole 66-67; Sorce 2007, pp. 122-126. 
56ヴィラの装飾とテクスト関係については、以下の研究に詳しい。Mannini 1994, pp. 220-230; Della 
Monica 2004, pp. 379-395. 
57 ジョヴァン・フランチェスコ・グラッツィーニはラスカとよばれた喜劇作家、アントン・フランチ





   「どんな心も恥じ入るだろう 
     この名前を聞いたなら 
     このうそつきコリスカの名前を 
     そうなのだ、恋人たちよ 
     そらみろ、金の髪よ、あの女が俺を嘲笑する  
     また策をめぐらして待っているぞ 
     彼女が洗濯をしている間に」（後略）58  












                                                 
58 “In questo tempo fu chiamato da Gio. Francesco Grazini, gentiluomo molto ricco. e di quest'arti amicissimo, a 
dipingere a fresco tutto il cortile della sua bella villa di Castello; ed a lui stesso lasciò l'incumbenza di pensare ai 
concetti della pittura, i quali, siccome dovean servire per ornamento d’un palazzo in campagna, tutto 
accompagnato d'amenitadi, volle Giovanni che fusser tuttoi piacevoli e faceti; anzi affinché e’comparrisser tali, 
diede loro in testimonio buona quantita' di versi, da se composti a bello studo nel piu' basso stile, che sapesse 
gettare la sua penna, avvezza per altro a compor cose assai lodevoli. . . . A man sinistra, entrando, dipinse la 
favola del Guarino, quando il Satiro, rimase colle treccie in mano di Corisca. Vedesi il Satiro nello strapparsi 
delle treccie, cadersi a terra in tal gesto e positura, che ben fa vedere sua confusione e disgusto mentre Corisca si 
fugge, ed in una cartella, che è sotto, scrisse i seguenti versi, ne’quali fa parlare il Satiro,  
Ogni cor s’arrossisca 
A seguie questo nome  
Della falsa Corisca. 
Eccovi, amanti, 
Ecco qui l’auree chiome, e mi dilegga, 
L’attendorò io con altri inganni  
Mentre ella lava i panni.” 
Baldinucci 1974-1975, vol. 4, pp. 238-239.『忠実なる羊飼い』を参考にジョヴァンニが創作したと思われ
るこの詩は、本稿で扱うコリスカの逃亡の場面のみならず、この画面の上に位置する洗濯をするニン
フたちの絵にも関係していると考えられる。なお、小ミケランジェロについては、本稿第 1 章第 2 節
において言及している。 
59 Mannini 1994, pp. 223-225; Della Monica 2004, pp. 389-395. 
60 Della Monica 2004, p. 394.  







































                                                 
62 カーサ・ブオナロティの装飾と両画家の関わりについては、次を参照。Viliegenthart, 1977, pp. 170-173, 
192-194. また本稿第 1 章第 2 節においても言及している。 
63 Bissell 1999, pp. 144-146.  
64 Banti 1977, pp.15-24; Sorce 2007, pp. 122-126.    
65 Bisssell 1999, p. 148; Solinas 2011, pp. 104-105. 資料編書簡 2 を参照。 
66 Solinas 2011, p. 116. 資料編書簡 4 から書簡 7を参照。 




































                                                 
68 “E pur vero è ch’ella fugga e qui rimanga il teschio?” Guarini 1914, p. 77. 
69 Ibid., p. 74; Mann in Christiansen and Mann 2001, p. 389. 
70 Mann in Christiansen and Mann 2001, p. 389; Bissell 2009, p. 184. 
71 《ネッソスとデイアネイラ》は 1617 年から 1621 年にマントヴァ公のために描かれたヘラクレスの
功業のうちのひとつである。Pepper 1984, pp. 239-240. 
72 シエナ出身のマネッティは 1620 年代にフィレンツェのメディチ宮廷で活躍した。Bortlotti 2007 を参
照。 
73 Haskell and Penny 2010, pp. 274-279. 
74 アルテミジアのフィレンツェ滞在に関しては、本稿第 1 章を参照のこと。 







スタンツァ・デッラ・ドゥケスカ（Stanza della Duchesca）において、1617年の 11月 11日から翌 1618年の謝
肉祭までのシーズンに上演された演目の中に、『忠実なる羊飼い』が含まれている。『忠実なる羊飼い』は
大きな成功をおさめ、当時の副王オスーナ公ペドロ・テレス・ヒロン（Pedro Téllez-Girón, Duque de Osuna / 
1574-1624年）の臨席の下、王宮でも上演されたという77。 
また、特に『忠実なる羊飼い』のテクストに関する注目すべき動きとしては、1628 年のドメニコ・バジーレ


























                                                 
76 Garrard 1993, pp. 36-38.  
77 Porota-Giurleo 1962, pp. 33-34. 
78 Basile 1628. 出版者のドメニコ・バジーレに関しては、詳しい記録は残っておらず、詩人、翻訳家と
しての評価もさほど高くはない。詩人、ジャンバッティスタ・バジーレとは同姓ながら無関係である。
Malato1970, pp. 72-74. 
79 Ibid. 
80 “Mi piace soprammodo, ma confesso di non saper la casione perchè mi piaccia.” Manso 1825, p. 266. 
81 Mann in Christiansen and Mann 2001, p. 398. 
82 
 










































                                                 




































                                                 
＊本章の内容は、主に Kawai 2016b に基づき、大幅に加筆・修正したものである。 
1 Locker 2015, p. 184.  
2 ナポリ大司教アスカニオ・フィロマリーノ（Ascanio Filomarino / 1583-1666年）のコレクションにおけるアルテミジアの
作品《洗礼者ヨハネ》（現存せず）に関しては、Lorizzo 2006, pp. 109, 143 を参照。 
3 Marshall 2005, p. 14.  
4 バルベリーニ家との関係は1635年から1637年のカッシアーノ・ダル・ポッツォ宛の書簡に見られる。Solinas 2011, pp. 
82-88, 117-118. 資料編書簡 1、書簡 8および書簡 9を参照。エステ家に関しては、モデナ公フランチェスコ・デステ 1
世との書簡のやり取りが残されている。Ibid., pp. 93-96, 121-122. 
5 特にアルテミジアのイギリス渡航の経緯は第 5 章を参照のこと。本稿では詳しく触れることができなかっ
たが、父オラツィオと共にグリニッジのクイーンズ・ハウスの天井装飾を手掛けた可能性があり、また、現
在ハンプトンコートにある《絵画の寓意としての自画像》がこの時期の作品と目されている。こうしたイギ
リス滞在期の活動に関しては、次を参照。Bissell 1999, pp. 55-88. 
6 ビッセルは女性裸体像の制作をアルテミジアの副専門分野として挙げている。Bissell 1999, pp. 42-43.  
7 バルディヌッチが最も紙面を割いて称賛しているのは、カーサ・ブオナロティにある《インクリナツィオーネ》である。そ
の他、やはり裸体像であるアリゲッティ家の《アウローラ》、トスカーナ大公のコレクションにあった《プロセルピナの略
奪》（消失）、《ホロフェルネスの首を斬るユディト》（ウフィツィ美術館）を含め、計 4 点に言及している。Baldinucci 
1974-1975, vol. 4, pp. 710- 711. 












っており、特に 1640 年代以降、作風が古典主義寄りに展開していったことは明白である。 








① コロンバス美術館（Columbus, Museum of Art）、265×210cm（図 4-1 / B37） 
② ハレ、個人蔵（Halle, Private Collection）、205×155cm（図 4-5 / B 40） 
③ ローマ、個人蔵（Rome, Private Collection）、280×220cm（図 4-16 / B46） 
④ ウィーン、アレクザンダー・ハス・コレクション（Vienna, Alexander Hass Collection）、225×226cm
（図 4-19 / B45）署名有り 
⑤ ポツダム、ノイエス・パレー（Potsdam, Neues Palais）、258×218cm（図 4-6 / B48a） 
⑥ フィレンツェ、ピッティ宮（Florence, Palazzo Pitti）、286×214cm （図 4-9 / B52） 
⑦ スコットランド、ゴスフォード・ハウス旧蔵（Formarly Scotland, Gosford House）、269×222cm（図










                                                 
9 Bissell 1999, pp. 263-266, 269-271, 277-279, 285, 295-298. 
10 ゴスフォード・ハウスにあった《バテシバ》は 1940 年に焼失し、写真でのみ確認できる。記録によれば、カンヴァスの
裏側に署名が認められたという。旧蔵先の表記に関しては、先行研究に倣っている。Ibid., pp. 295-298. なお、ヴィ
ラ・イ・タッティのベレンソンのフォトテーカで見いだされたこの作品の古写真については Pagliarulo 1996 を参照。 



















すべて 1640 年代から 1650 年代においた。彼女は、5 点のうちコロンバスの作品が最も古く、ハレの作





の原型は 1620 年代に描かれた《ユディトと侍女》（デトロイト美術研究所 / 図 1-46）に見出だすこと
ができる。また、この跪く侍女は、既にビッセルが指摘している通り、1630 年代半ばに描かれた《洗礼
者ヨハネの誕生》（マドリード，プラド美術館 / 図 4-2）にも登場する。つまり、盥と侍女の組み合わ
せはこの時期繰り返し描かれた可能性が高い19。コロンバス美術館所蔵作品と同じく、ハレの作品にも、
跪く侍女が登場する。ここでは侍女は跪くだけではなくバテシバの足を布でふいているが、全体の構図
                                                 
12 なお、ルイージ・ロメオ邸にあった作品がどのような経緯で制作されたかについては明らかではない。 
13 De Dominici 2003-2008, vol. 2, p. 383. 
14 現存作品の中には特定されていない。Bissell 1999, p. 382. 
15 これは、現在オハイオ州にある《ロトと娘たち》（図 4-4）であると言われている。Percy 1984, pp. 107-109, cat. no. 29; 
Bissell 1999, pp. 267-269, cat. no. 39. しかし詳しい来歴等は辿れない。 
16 “In casa del fu dottor Luigi Romeo, barone di San Luigi, che ha sempre professato buon giusto in genere di 
pittura. . . . Due quadri grandi con figure al naturale, che esprimono le storie di Betsabea e Susanna, che sembran di 
mano di Guido” De Dominici 2003-2008, vol. 2, p. 383. 
17 Bissell 1999, pp. 266-267, cat. no. 38.  
18 ガラードはまた、ローマの作品（図 4-16）は、ポツダムの作品（図 4-6）に近く、さらに、フィレンツェの
作品（図 4-9）は同じくアルテミジアの手になる《スザンナと長老たち》（ブルノ、モラヴィア美術館，1649
年 / 図 4-26）と関係すると述べている。Garrard 1989, pp. 123, 131-135. 1989 年の時点でガラードはブルノに
ある《スザンナと長老たち》を 1652 年の作品とみなしているが、その後の修復で 1649 年の年記が発見され
た。また助手をはじめとする他の画家との共同制作に関する議論は以下を参照。Bologna in Scavizzi 1963, p. 37; 
Garrard 1989, pp. 99-101, 512; Bissell 1999, pp. 258-259. 



































                                                 
20 Bissell 1999, p. 358. 
21 Pagliarulo 1996, pp. 151-156, 271-272. 
22 ピッティ宮の作品については、後年ピエール・フェブルによって制作されたタピスリーが残されている（図
4-10）。 
23 Garrard 1989, pp. 130-131, 518, note 232; Bissell 1999, pp. 277-279. 




Garrard 1989, pp. 196-197, 252. 
26 カジーノ・デッラウローラを含むパラヴィチーニ・ロスピリオージ邸の建築群は、パウルス 5 世の甥シピ
オーネ・ボルゲーゼ（Scipione Borghese / 1577-1633 年）枢機卿の命によって、モンテ・カヴァッロにある教
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アルテミジアの父オラツィオは、1611 年から 1612 年にかけて、クイリナーレ宮の内部装飾、また、
パラヴィチーニ・ロスピリオージ邸の敷地内にあるもう一つの別棟、カジーノ・デッレ・ムーゼの装飾




























                                                                                                                                                                  
皇の夏の在所、クイリナーレ宮の正面に建てられた。 
27 カジーノ・デッラウローラは、既に 1611年に計画されていたが、建設はやや遅れ、1612年 12月にファサードが完成
している。建設計画については、Hibbard 1964, pp. 163- 192参照。 オラツィオへの支払いは 1612年 4月に完了して
いる。これについては、Bissell 1981. pp. 27-29, 102-103を参照。 なお、アルテミジアは父の手がけたクイリナーレ宮の
装飾を見るためにモンテ・カヴァッロの丘に行っている。パラヴィチーニ・ロスピリオージ邸についてもあるいは同様の





28 Bissell 1968, p. 164; Contini in Contini and Papi 1991, pp. 176-180. 
29 シモン・ヴーエのイタリア滞在については Chavanne et al. 2008 を参照。 また、ヴーエとジェンティレスキの関係は
















例えば、ガラードはジェンティレスキの《ユディトと侍女》（デトロイト美術研究所 / 図 1-46）がヴー















                                                 
30 Thuillier 1990; pp. 400-401. 
31 現在の場所に移されたのは 18 世紀と考えられる。また、本作品についてはルーヴル美術館にアウローラの準備素
描（Inv. 64:191）が残されている他、タピスリーにもなっている。詳しくは Thuillier 1990, pp. 400-401参照。  
32 Ibid., pp. 370-371. 
33 Ibid., pp. 263-268, fig. 35. 
34 Garrard 1989, pp. 67-70.  
35 ヴーエの描いた《アルテミジア・ジェンティレスキの肖像》（個人蔵）は、史料上その存在が知られていたものの、
2001 年に行われたカッシアーノ・ダル・ポッツォ（Cassiano Dal Pozzo）の収集品を特集した展覧会において初めて特
定され、2011年のミラノにおけるアルテミジアの回顧展に出品された。Solinas 2000, pp. 151-153; Francesco Solinas in 
Contini and Solinas 2011, pp. 142-143.  
36 Garrard 1989, p. 99. 
37 ロンドンに派遣されていたトスカーナ大公国大使が大公の秘書官にあてた 1626 日 12 月 4 日付の手紙では、さか
のぼること 2 か月前、画家オラツィオ・ジェンティレスキがフランスからロンドンに到着した旨が報告されている。Crinò 
























とが突き止められている。彼はさらに、1628 年に結ばれたオドアルド・ファルネーゼ 1 世（Odoardo I 













                                                 
38 また、アルテミジア自身の渡英に際して、彼女はサヴォイア家にコンタクトをとっており、フランスを経由してイギリス
に入った可能性は高い。Solinas 2011, pp. 104-105. 
39 Thuillier 1990, p. 458. 
40 Ibid., p. 134. 
41 《ロザリオの聖母》と《バテシバ》のポーズの類似性は Bissell 1999, p. 99 にも言及されている。《ロザリオ
の聖母》について、ロッカーは、スペイン王のために制作された可能性が高いと述べている。Locker 2015, pp. 
32-34. 
42 Bissell 1999, pp. 281-285, 295-296. 










ある。従って、ピッティ宮およびゴスフォード・ハウスの作品は、1640 年代末から 1650 年頃に描かれ
たと推測できる46。 





出しているが、1640 年代に描かれた 3 点は、画平面上に優美なポーズの人物像を組み合わせて配置する
















ーであったフェルディナンド・ヴァンデネインデン（Ferdinando Vandeneynden / ?-1674 年）の遺産目録
                                                 




1644年とするところがあるが、これは編集上のミスと思われる。Bissell 1999, pp. 292-293. 
46 2011 年の展覧会カタログにおいてミケーレ・ニコラチは、近年マンがアルテミジアに帰属し、1640 年代初
頭に置いた《オデュッセウスに発見されるリコメデスの娘たちの間のアキレウス》（個人蔵）との類似から、
ピッティ宮作品の年代設定を 1640 年頃までさかのぼることを提案している。Nicolaci in Contini and Solinas 
2011, pp. 234-235. しかしこの年代設定は、上述したピッティ宮の作品とブルノの《スザンナ》のモティーフ
の共通性を考慮すると、やや早すぎると思われる。 
47 Bissell 1999, pp. 277-279. 
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ダッツィ（Viviano Codazzi / 1604-1670 年頃）、ミッコ・スパダーロ（Domenico Gargiulo, detto Micco Spadaro 




                                                 
48 Schütze in Schütze and Willette 1992, p.193, fig. 111. 
49 De Dominici 2003-2008, vol. 2, p. 84.  
50 スタンツィオーネとジェンティレスキの共同の受注としては、すでに第 2 章で見た《洗礼者ヨハネの誕生》（マドリード，
プラド美術館）を含む連作や、ポッツォーリ大聖堂内陣装飾画が挙げられる。Schütze in Schütze and Willette 1992, pp. 
201-202; Bissell 1999, pp. 249-259. 
51 第 2 章の洗礼者ヨハネの連作、および《マギの礼拝》など。 
52 Contini in Contini and Solinas 2011, pp. 240-241; Nicolaci in ibid., pp. 246-247.  
53 Bologna in Scavizzi 1963, p. 37; Garrard 1989, pp. 99-101, 512; Bissell 1999, pp. 258-259. 


















イゼビウス〕の命令により、12 枚の絵画に対する 500 ドゥカートの内金として、これを支払う








くが経過した 1637 年 4 月 20 日、リベラはまだ 12 枚のうち 6 枚を納品していないからだ58。さらに、










                                                                                                                                                                  
ノが若い頃にアルテミジアから影響を受けたと述べている。De Dominici 2003-2008, vol. 2, p. 64.  
55 アルテミジアは 1634年 3月 15日と 3月 18日に英国人旅行者バレン・ライムス（Bullen Raymes）の訪問を受けてお
り、ライムスはアルテミジアの娘もまた絵を描いていたと証言している。この日記に関しては、Chany 1998, pp. 111-113
を参照。  
56 Archivio Storico di Banco di Napili, Banco dello Spirito Santo, giornale del 1636, matr. 270, partita di ducati 100, 
estinta il 7 maggio. Published by Nappi (Nappi 1983, pp. 73-80).  
57 Marshall 2005, p. 16. 












 アルテミジアは、1637 年 11 月 24 日のダル・ポッツォ宛の書簡において、自身の作品を「1 枚は遠景
や近景などと共に描かれたサマリア女とキリストと十二使徒たちです。大変優美に仕上がっております」
と述べている。ここからは風景を他の画家と共作していた可能性が読み取れる62。 






















                                                 
59 Bissell 1999, pp. 84-85. 
60 コダッツィについては、Scavizzi 1982およびMarshall 1993を、またガルジューロについては、Lafranconi 1999を参
照。またコダッツィとガルジューロとの関係は特に Marshall 1993; pp. 10-12に詳しい。 
61 Scavizzi 1963, p. 37; Garrard 1989, pp. 99-101; Bissell 1999, pp. 258-259. 
62 Solinas 2011, pp. 117-118. 邦訳については、Kawai 2012 も参照。 
63  “Continuando l’ordine preso circa le notizie di alcuni,..., diremo prima di Onofrio Palomba, il quale ebbe i suoi 
principi da Giovann Battistello Caracciiulo, ma venuta in Napoli Artemisia Gentileschi, osservata la bella maniera di 
costei, volse esser suo dicsepolo, onde fece un misto de’colori del Caracciolo, ch’è risentito, con la dolcezza della 
















1654 年 1 月 31 日 
ファビオ・ジェンティーレより、10 ドゥカート。彼からオノフリオ・パルンボに、彼が最良の





















                                                 
64 パルンボは 1606 年 9 月 13 日、ナポリのサンタ・マリア・デッラ・カリタの教区に生まれた。トレド通り
の中ほどに位置するカリタ聖堂を中心とするこの界隈には、多くの画家が住んでいたと言われている。Porzio 
2014, pp. 652-655. また、同じ教区には、彼の師とされるカラッチョロも住んでいた。Stoughton 1976, pp. 
386-390. 
65 Lattuada and Nappi 2005, pp. 79-96; De Vito 2005, p. 749. 
66 “Aveva Bernardo osservato ancor egli il dipingere di Atemisia Gnetileschi, onde aveva altresì cercato d’imitare come 







































                                                 
67 Grabski 1985, pp. 41-55. 
68 Bissell 1999, pp. 287-292; Garrard 1989, pp. 123-128. 
69 Nicola Spinosa in Contini and Solinas 2011, p. 254. 
70 Lexikon der griechischen und römischen Mythologie, vol. I-2, pp. 1586-1588; Ovidius 1981, vol. 2, pp. 234-242.  
71 “Galatea che siede un granchio, tirata da dui delfini et accompagnata da cinque triton.” Ruffo 1916, p. 315. 
72 De Gennaro 2001, pp. 211-125.  










































                                                 
74 資料編書簡 19 などを参照。 































                                                 
76 “Corrispondentia d’inventione.” 多くの研究者が「一つとして同じ構図はない」というアルテミジアの主張は誇張で





78 サン・タガタ・デ・ゴーティ（S. Agata de’Goti）の司教のこと。Ruffo 1916, p. 52, note 2; Garrard 1989, note 78. ジョヴ
ァンニ・アゴスティーノ・ガンドゥルフィ（Giovanni Agostino Gandulfi / 在位 1635‐1653 年）がこれにあたる。Solinas 
2011, p. 134, note 5. 頑としてその要求を撥ねつけているものの、ここからはアルテミジアが明らかに大型作品
の下絵にもなり得る素描を描いていたことがわかる。 
79 この注文主の騎士はアントーニオのために描かれた《ガラテア》を既に見ているのであるから、改めて素描を見る必
要はないということかだろう。Solinas 2011, p. 135, note 6. 
80 ガラードは、素描による構想を第一に置くアルテミジアの創作プロセスに対する考え方をフィレンツェ的であると述
べている。Garrard 1989, p. 398, note 79. また同様にソリナスもローマやトスカーナのアカデミックな価値観に基づいて

































                                                                                                                                                                  
〔本当の〕男だったら、どうしてこれを受け入れられるのか私にはわかりません。」と述べているのは、自ら構想をな
さずに他人の残り仕事を引き受けるなど信じられない、という意味であろうか。 
81 Roberto Contini in Contini and Solinas 2013, p. 31. 
82 Garrard 1989, p. 391, note 53; Solinas 2011, p. 127, note 2. 資料編書簡 11参照。 
83 Solinas 2011, pp. 128-135.資料編書簡 12 から書簡 20 を参照。 
84 “Il bagno di Diana con 5 ninfe ed Atteone con due cani.” Ruffo 1916, p. 315. ディアナの主題につては、Lexikon 
der griechischen und römischen Mythologie, vol. I-1, pp. 1002-1011参照。 
85 Ovidius 1981, vol 1, pp. 103-108. 
86 《ディアナの水浴》の制作費として、50 ドゥカートの為替を送ってほしいというアルテミジアの要望は、アントーニオに
よってかなえられた。ちなみに金額は 100ドゥカートであった。これは 1649年の 6月 22日付の支払い記録によって裏











一方、この頃から絵の制作が徐々に遅れ始める。7 月 24 日、8 月 7 日の書簡でアルテミジアは続けて
遅延を詫びている。 
 




















                                                 
87 アルテミジアは《ディアナの水浴》の人物像が 8 人であると述べているが、目録中の《ディアナの水浴》
の人物像は、7 人である。Ruffo 1916, p. 50, note 4; Garrard 1989, p. 394, note 65. 従って、アルテミジアが当初
予定していた構図と出来上がりが異なっている可能性がある。 
88 アルテミジアは別の書簡において、絵の値段を人物像ひとり当たり 100 スクードと設定している。先行研究にあるよ
うにこの条件はいささか誇張してあるとしても、人数が増えるほど絵の値段が高くなるとアルテミジアが考えていたのは
事実である。資料編書簡 10 を参照。 
89 例えば、「マッシモ・スタンツィオーネ伝」において、その人物像の多様さと数の多さが評価の基準とされ
ている。De Dominici 2003-2008, vol. 2, pp. 82-122. 
90  “... e farò vedere a Vostra Signoria Illustrissima quello che sa fare una donna.” ここでは、女性画家に対する不
信が一般的にあったことが再度示唆されている。また一方で、アルテミジアの自信もうかがえる。 





















アルテミジアとルッフォのやり取りが始まったのは 1 月であり、仕事を仲介したのは 3 月以降である。























                                                 
92 ソリナスによれば、度重なる遅延と、甥ファブリツィオのためにアルテミジアが描いた作品と比較した際、価格が高い
ことに不満を抱いたアントーニオが《ディアナの水浴》の 3回目の支払いを渋ったと考えられる。Solinas 2011, p. 132, 

































                                                 
93 ルッフォは、グァスト候アルフォンソ・ダヴァロス（Marchese del Guasto, Alfonso d’Avalos, marchese del Vasto 
e di Pescara）と特定している。Ruffo 1916, p. 51, note 1; Garrard 1989, p. 395, note 68. しかし、アルフォンソは
16 世紀の人物なので、ソリナスによれば、モンテサルキオ公アンドレア・ダヴァロス（Andrea d’Avalos, principe 
del Montesarchio）ではないかとも言われている。Solinas 2011, p. 132, note 3. いずれにしても、彼のために描
かれた作品は特定されていない。 
94 ここで画家は《ディアナの水浴》とは別の、画題の特定されていない作品に言及しているようだ。Garrard 1989, p. 
396, note 73. そして、この値段が《ディアナの水浴》（230 ドゥカート）と合わせて 400 ドゥカートを下回ってはいけないと
述べている。したがって、ソリナスは、ここで画家が、第三の作品を提案し、全体としての値段の引き上げを試みている




97 ここで言及されている公爵（Duca）とは、アントーニオの長兄の息子、カルロ・ルッフォを指す。Ruffo 1916, p. 51, 




















水浴》の 支払いは 1650年 4月 30日に行われ、230ドゥカートのうち、80ドゥカートが支払われた99。
おそらくアントーニオがこの絵を手にしたのは 1650 年に入ってからであろう。 
たびたび要求している制作費や、画家に有利な値段の設定を非常に安い、と画家が述べている点は興
味深い。前金への言及もふくめて、書簡中示されている絵の値段に関する条件はかなり画家に有利なも













                                                 
98 ナポリからメッシーナまでの船便のことを示していると思われる。カリンゲルトの訳文では 4時間の船旅と解釈されて
いる。Garrard, p. 399.  
99 Ruffo 1916, p. 53, note 2. 
100 Solinas 2011, pp. 133-135. 
101 Spiar 2005, p. 149.  
102 むしろ、アルテミジアが 1640 年代以降ナポリの有力男性画家たちに対して負っていたハンディキャップは値段の
高い教会関係の受注を得られなかったことであり、単純な絵の単価の比較は難しい。 
103 1649年 11月 13日付けの書簡。「30 を要求して 4 を支払う」“...domandando trenta e po’ danno per quattro”とは、
多くを要求して少なく支払うという意味に理解されるので、ナポリの賃金相場の安さを嘆いていると解釈できる。資料編
書簡 19 を参照。 
104 
 
ルトーナの《ハガルの物語》（8×10 パルモ）は 250 ドゥカートである104。確かに、ナポリの人気画家、



































                                                 
104 Ruffo 1919, p. 49. 
105 Ibid., p. 52. 
106 第 1 節の 1 を参照。 
107 Bissell 1999, pp. 42-43. 
108 Solinas 2011, pp. 132-133. 資料編書簡 18 を参照 
109 Ibid., p. 129. 資料編書簡 13 を参照。 








                                                 






























1-1 トスカーナ大公フェルディナンド 2世 
30 年代の冒頭に置かれるのはトスカーナ大公フェルディナンド 2 世（Ferdinado de Medici / 1610-
1670 年）への書簡である。フェルディナンド 2 世はアルテミジアがかつて仕えたコジモ 2 世の息
子であり、病弱で早世した父の後を襲い、祖母と母の摂政の下、長きにわたってトスカーナ大公
国を治めた4。1635 年の 7 月 20 日に大公に宛てた手紙では、アルテミジアは弟を通じて大公に自
らの作品 2 枚を献じ、フィレンツェ宮廷への復帰を願っている5。  
                                                 
1 Solnas 2011, pp. 133-135 および資料編書簡 2 を参照。  
2 Medici 1792, pp. 453-465.  
3 ビッセルはこの教会があった教区の死亡者名簿の調査を行っているが、実りある発見はなく、メディ
チの伝聞による記述の信憑性は薄いとしている。Bissell 1999, pp. 101-102. 
4 Cotta Stumpo 1996, pp. 278-283. 
5 Archivio di Stato di Firenze, Mediceo del Principato, 4157, c. 194 r/v. Published by Fuda (Fuda 1989, pp. 167-

























1-2 ガリレオ・ガリレイ  
フェルディナンド 2 世からの返答がないことを気に病んだアルテミジアは、3 か月後の 10 月 20
日にはかつての宮廷の同僚、ガリレオ・ガリレイに手紙を書いている。書簡中では、アルテミジ
                                                 
チェスコ・ジェンティレスキ（Francesco Gentileschi / 1597- 1665 年以降）のこと。自身も画家であった
が、しばしば父オラツィオや姉アルテミジアのために代理人として各地を訪れていた。Bissell 1981, pp. 
113-117.  
6《洗礼者ヨハネの誕生》（図 2-3）がこれにあたると考える研究者も多い。Bissell 1999, pp. 249-256. 
7 おそらく、アルテミジアがナポリで請け負っていたスペイン王のための作品制作にめどがついたた
め、副王からイギリス王の宮廷に行く許可が下りたのであろう。 
8 アルテミジアには、フランチェスコの他に、ジュリオ（Giulio Gentileschi / 1599-1660 年以降）および
マルコ（Marco Gentileschi /1604?-1639 年以降）という弟たちがいた。このどちらか、あるいは両方がフ
ランチェスコと一緒だったと見られる。 
9 この時フェルディナンド 2 世に献上された作品のうちの一つは、バルディヌッチが伝記中に言及し
ている《プロセルピナの略奪》の可能性もある。Solinas 2011, p.105, note 8; Baldinucci 1974- 1974, vol. 4, 
p.714. 
10 サヴォイア公爵夫人とは、サヴォイア公国の摂政をつとめたマリア・クリスティーナ・ディ・ボル
ボーネ（Maria Cristina di Borbone / 1606-1663 年）のこと。 
11 アルテミジアのイギリス滞在は 1638 年頃から 1640 年頃にかけてで、彼女はロンドンのチャールズ
1 世（Charles I / 1600-1649 年）の宮廷に滞在し、ここで父オラツィオを看取ったとみられている。Bissell 
1999, pp. 55-88. なお、アルテミジアがイギリスに残した作品について 18 世紀にはホラース・ウォルポ
































                                                 
12  Biblioteca Nazionale di Firenze, Manoscritti Galileiani 23, Carteggio familiare, parte I, tomo 13, cc. 269-270. 
Published by Favaro et al. (Galilei 1905, pp. 318-319). 現在保存されている書面は、コピーの可能性もあり、
署名も画家の自筆ではない。Solinas 2011, 109-110. 
13 ガリレオは 1633 年に異端審問にかけられて地動説を捨てることを誓い、その後トスカーナ大公の庇
護の下、フィレンツェ近郊のアルチェトリで軟禁生活を送っていた。Baldini 1998, pp. 50-60. 
14 《ホロフェルネスの首を斬るユディト》（フィレンツェ、ウフィツィ美術館 / 図 1-37）参照。Bissell 
1999, pp. 213-216; Baldinucci 1974-1974, p.714.  
15 ギーズ公、シャルル・ド・ギーズのこと。後述。   
16 おそらく大公への書簡を届けた後、弟フランチェスコは北イタリアを旅していて、まだナポリに戻
っていないのだろう。 
17 原文では、“principe naturale”。父オラツィオもまた、1612 年７月 3 日の大公妃クリスティーナ・デ
ィ・ロレーナ宛の書簡で、同妃に対し「我が唯一の女主人」“unica mia signora”と呼びかけており、同様
の意識を持っていたことが示唆される。Florence, Archivio di Stato, Mediceo del Principato, 1529-1753, no. 













ほぼ《クレイオ、歴史のムーサ》（図 5-1 / 以下《クレイオ》と呼ぶ）であるとの合意が研究者の
間で形成されている18。作品の注文主と目されるシャルル・ド・ギーズ（Charles Ier de Guise / 1571-
1640 年）はロレーヌ家から分かれた名門ギーズ家に生まれ、父であるギーズ公アンリ 1 世の跡を
襲い、第 4 代ギーズ公となった（図 5-2）。ルイ 13 世（Louis XIII / 1601-1643 年）、宰相リシュリ
ュー（Armand Jean du Plessisde Richelieu / 1585-1642 年）、そして母后マリー・ド・メディシス（Marie 













族のひとりで、ロレーヌ家の執事を務め 1631 年に死去したアントワーヌ・ド・ロジエール 2 世
であると同定している。ガラードによれば、アントワーヌの庇護者は、アルテミジアが 1635 年の





本作品の銘文が示す「ロジエール」はフランソワ・ド・ロジエール（François de Rosières / 1534-1607）
を指している。彼は、1580 年にギーズ家の家系をシャルルマーニュにまでさかのぼる歴史書を書
                                                 
18 Bissell 1999, pp. 239-241. 
19 シャルルは 1640 年にシエナで没した。Busnelli 1930, pp. 79-86. なお、ロレーヌ家およびギーズ家の
盛衰に関しては Spangler 2009 も参照。 
20 Solinas in Contini and Solinas 2013, pp. 49-52. 
21 クレイオの図像に関しては Ripa 2000, p. 346 を参照。 
22 Garrard 1989, pp. 92-96. 
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23 ロジエールの著作に関しては次を参照。De Rosières 1580. 
24 Bissell 1999, 239-241. 
25 Contini and Solinas 2013, pp. 49-52. 
26 チオーリについては第 1 章も参照。Malanima 1981, pp. 666-669.  
27 Archiviodi Stato di Firenze, Mediceo del Principato,1416, inserito 8, c. 748. Published by Crinò (Crinò 1960b, 
pp. 264-265). 署名のみ画家の自筆。Solinas 2011, p. 114 参照。  
28 Archivio di Stato di Firenze, Mediceo del Principato,1416, inserito 8, c. 780. Published by Crinò (Crinò 1960b, 
p. 264). 署名のみ画家の自筆。Solinas 2011, p. 114-115 参照。 
29 Contini in Contini and Solinas 2011, pp. 96, 100, Milan. 











アルテミジアはなぜ 1635 年から 1637 年のこの時期に、ナポリの外に次なるパトロンを探して
いたのだろうか。おそらく、スペイン王の実質的な代理人であった副王の任期との兼ね合いがあ
ると思われる。ナポリ副王の任期は 3 年で、通常 2 期務めるため、アルテミジアがフェルディナ
ンド 2 世に手紙を書いた 1635 年の時点で、1631 年着任の副王モンテレイ伯の在位は第 2 期の後
半に入ろうとしていた32。従って、アルテミジアはパトロンのスペイン帰還を見越して、いち早く
求職活動を開始していたのではないだろうか。 
 アルテミジアにとっては都合の悪いことに、翌 1636 年にかけて、チオーリは病に倒れる。その
回復の兆しが見えたころ、アルテミジアは再びフィレンツェ復帰の交渉を始める。1636 年の 2 月






















                                                 
31 Contini in Contini and Solinas 2011, pp. 96, 100. 
32 Kitahara 2008, pp. 291-293. また、ロッカーは、三十年戦争の戦況に伴うナポリの経済状況の悪化がア
ルテミジアの転職活動の背景にあったと見ている。Locker 2015, p. 184. 
33 Archivio di Stato di Firenze, Mediceo del Principato,1416, inserito8, c. 860. Published by Crinò (Crinò 1960b, 










らスペインに発ったのは、1637 年 11 月であった。おそらく、こうした副王出発の遅れが、アルテ
ミジアのイギリス行きの日程にも影響したのではないだろうか。 

















1620 年に金銭的トラブルからフィレンツェを出奔し、大公コジモ 2 世の許しを得ないままローマ
へ戻ってしまった件がネガティブな印象を残していたのではないかという38。フェルディナンド 2









                                                 
34 1637 年 11 月 24 日付のカッシアーノ・ダル・ポッツォ宛て書簡。Solinas 2011, p. 118. 資料編書簡 9
参照。 
35 Crinò 1960b, p. 264. 署名のみ画家の自筆。Solinas 2011, pp. 116 参照。 
36 アルテミジアがピサにもっていたという財産について、詳細は不明である。 
37 註 34 参照。 













紀のアラゴン朝ナポリ時代には、アルフォンソ 1 世（Alfonso I, detto il Magnanimo / 1396-1458 年）
の息子フェルディナンド 1 世（Ferdinando I / 1423-1494 年）の時期に、ロレンツォ・イル・マニフ
ィコ（Lorenzo de’ Medici, il Magnifico / 1449-1492 年）のいたフィレンツェと盛んな外交的交流が持
たれ、フィレンツェ人商人たちがナポリで活躍した。続く 16 世紀には、初代フィレンツェ公コジ
モ 1 世（Cosimo de Medici I / 1519-1574 年）が 1539 年にナポリ副王トレドの娘エレオノーラ・デ










（Michelangelo Naccherino / 1550-1622 年）とその工房が請負い、1593 年に 12 体の使徒像を身廊に
置いた。絵画に装飾についてもトスカーナ系の画家が多数活躍した。絵画装飾の時期については、
記録が乏しく、唯一制作時期がはっきりしているのは、ポンぺオ・カッチーニ（Pomepo Caccini / 
生没年不詳）の《牢獄の洗礼者ヨハネ》（1601 年）のみである。その他、ジョヴァンニ・バルドゥ
ッチ（Giovanni Balducci / 1560-1631 年）が《カルヴァリオ》《洗礼者ヨハネの誕生》（図 2-18）《洗
礼者ヨハネの説教》（図 2-19）《洗礼者ヨハネの捕縛》《洗礼者ヨハネの斬首》（図 2-20）《聖カルロ・
ボッロメーオ》を提供している。また、アントワープ出身のディルク・ヘンドリクス（Dirck Hedricksz 
/ 1544-1618 年）もカッチーニと同時期に支払いを受けている42。従って、おそらく 16 世紀末から
17 世紀の初頭にかけて、内部の絵画装飾が完成されたものであろう。 
残念ながら戦後の都市改造の結果、1952 年から 1953 年の間に旧サン・ジョヴァンニ・デイ・フ
ィオレンティーニ聖堂（図 5-7, 5-8, 5-9, 5-10）は解体され、新たに同名の聖堂がヴォメロの丘に建
てられることとなった。内部の絵画や彫刻は取り外され、墓所などと共に新聖堂へと移設された
が、都市の中にあった旧聖堂の痕跡は完全に消し去られてしまった43。 
                                                 
39 コジモ 1 世は後の 1569 年にトスカーナ大公となり、トスカーナ大公国が成立する。 
40 Strazzullo 1984, pp. 7-14.  
41 Ibid., pp. 15-18. 
42 Ibid., pp. 18-22. 


























引用の通り、1636 年、リヒテンシュタイン公カール・オイゼビウス（Karl Eusebius von Liechtenstein 
/ 1611- 1684 年）は、アルテミジア・ジェンティレスキに 3 枚の絵の代金として 600 ドゥカートを
支払った。カール・オイゼビウスは、美術愛好家として知られ、多くの芸術品を収集していた。
この時彼は、有名なリベラの「哲学者」シリーズ、そしておそらく、マッシモ・スタンツィオーネ





                                                 
44 Locker 2015, pp. 179-180. 執筆者も実際にロッカーの調べた死亡者一覧を参照したが、欠落が多く、
アルテミジアの死亡記録は確認できなかった。 
45 Naples, Archivio Storico Banco di Napoli, Banco dello Spirito Santo, giornale del 1636. matr. 270, partita di 
ducati 250, estinta il 5 maggio. Published by Nappi (Nappi 1983, p. 76). 
46 この人物については不詳。 
47 マッシモ・スタンツィオーネの《聖母子》（カンヴァスに油彩、127.4×96.8cm、サザビーズ・ニュー
ヨーク 1987 年 6 月 4 日 no. 93、東京、イシズカ・コレクション）に関しての史料は残っていない。従
って、この絵をカンビとヴェルツォーネが仲介したかは不明。Felton 1986, pp. 785-789.  
48 カンビ一族に関しては、既にソリナスが 1620 年代の書簡にその姓が現れることを確認しており、こ
の支払い記録の男性と同じ一族の出身であることを示唆しているが、ふたりの関係は不明。Solinas 2011, 
























1633 年 10 月 9 日。私、ナポリのサン・ジョヴァンニ・デイ・フィオレンティーニ教会の














兄弟ということになる。さらに、1636 年 5 月 29 日にカンビの娘ヴィルジーニア、1638 年 4 月 21
日に同じく娘マリア・マッダレーナの代父として、ヴェルツォーネが洗礼に立ち会い、また、1636
年 2 月 22 日にヴェルツォーネの娘クリスティーナの代父にカンビが立つなど、ふたりは親密な関
係であったことがうかがわれる49。 
なお、ヴェルツォーネは 1647 年に死去し、サン・ジョヴァンニ・デイ・フィオレンティーニ聖
                                                 
49 Naples, Archivio Parrocchiale di san Giovanni dei fiorentini, Battesimi dal 1628 al 1752, fols.10r., 11r.,13v., 














の絵画に対する 500 ドゥカートの内金として、これを支払うこと。12 枚の絵画はそれぞ
れ高さが 5 パルモ幅が 4 パルモであり、リベラ自身の手になる哲学者が描かれる。リベ





















                                                 
50 Naples, Archivio Parrocchiale di San Giovanni dei fiorentini, Defunti, fol. 15v. “A 13 di Agosto 1647 passa da 
questo / a miglior vita il Sig. Siomone Verzone fiorentino e fu seppellito nella Chiesadi S. Giovannn delli fiorentini.” 
51 ガスパル・ローメルをはじめとするナポリの商人たちの活動については、Nappi 2000 を参照。 
52 Naples, Archivio Storico Banco di Napoli, Banco dello Spirito Santo, giornale del 1636, matr. 270, partita di 
ducati 100, estinta il 7 maggio.  
53 1618 年 1 月 23 日のアンドレア・チオーリ宛て書簡。Parronchi 1980, p. 40 に収録。なお、コジモ・デ
ル・セラは、フィレンツェ市元老院の一員で、1631 年、トスカーナ大公フェルディナンド 2 世の下で
財務長官に任命された。Mecatti 1754,ｐ. 213. 
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3-1 1642 年 《アモルとプシュケ》とジェリーニ家 

















（図 5-13）によく似ている。ヴーエの作品は通常 1625 年頃に置かれており、この年代設定（年記
などはないためこれは様式的なものである）を受け入れるならば、アルテミジアはローマでこれ






                                                 
54 Bissell 1981, pp. 113-117. 
55 Locker 2015, pp. 184-185. 
56 Simone 1753, p. 177. 
57 ジョヴァンニ・ダ・サン・ジョヴァンニこと、ジョヴァンニ・マルティネッリは 1636 年には亡くな
っているので、1642 年にこれを描くことはできない。アルテミジアとジョヴァンニの関係については
本稿第 3 章も参照。 
58   “Adi 12 detto (novembre 1642) scudi quaranta per valsuta d’una Siche di mano del’Artemisia con suo 
ornamento di bolo et oro.” Florence, Archivio di Stato, Gerini 2022, Giornale, ricordi e quaderno di cassa, segnato 
A, di Carlo di Ottavio Gerini, 1642, c. 84d. Published by Spinelli (Spinelli 2011, pp. 43-44). 
59 なお、リヨンの作品はヴーエのオリジナルに基づく同時代の模写であるとする意見もある。Chavanne 
et al. 2008, p. 160. 
60 このエングレーヴィングについては Ibid., p. 187 参照. 
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よれば、オドアルド・ファルネーゼ１世（Odoardo I Farnese / 1612-1646 年） とマルゲリータ・デ・
メディチ（Margherita de’ Medici / 1612-1679 年）との婚礼（1628 年）が両家に同様の作品が収蔵さ
れるようになった原因であるという63。ピッティ作品はアルテミジアの最晩年におけるメディチ
家とのつながりを示唆している。 











                                                 
61 Bissell 1999, p. 36. 
62 Nicolaci in Contini and Solinas 2011, pp. 234-235.  
63 Bissell 1999, pp. 295-296.  























では彼がナポリの公共銀行の一つ、サン・ジャコモ銀行で取引を行った記録は 1643 年から 1649
年まで確認できる。つまり、フランチェスコ・マリアは 1630 年代のみならず、1640 年代において
もアルテミジアの活動を支援できる立場にあった69。またここに付け加えるならば、既出のカンビ
                                                 
65 De Dominici 2003-2008, vol. 2, p. 84.   
66 1637 年 10 月 24 日付カッシアーノ・ダル・ポッツォ宛て書簡。Solinas 2011, p.117 および資料編書簡
8 を参照。 
67 1635 年 10 月 20 日付ガリレオ・ガリレイ宛書簡。Solinas 2011, pp. 109-110 および資料編書簡 3 を参
照。 
68 Solinas 2011, pp.17-19. 
69 ナポリ銀行歴史文書館の史料は大きく次の 4 種に分かれる。 
1 ポリッツァ（Polizza / 伝票・取引毎）。 
2 ジョルナーレ（Giornale / 仕訳帳・取引日毎）。 
3 リブロ・マッジョーレ（Libro Maggiore / 勘定帳・半期もしくは 1 年毎）。 
4 パンデッタ（Pandetta / 台帳・半期もしくは 1 年毎）。 
１は取引毎に作成される伝票であり、1 をもとに取引日毎に内容を含めて書きうつした帳面が 2 であ
る。さらに、2 から半期毎に取引者名と取引番号、金額等を引き写したのが 3 で、取引者名と取引番号
のみを抽出したのが 4 である。今回対象にしたのは、サン・ジャコモ銀行（Banco di San Giacomo）の
1639 年から 1656 年までにかけてのパンデッタとリブロ・マッジョーレで、かつ、両者が揃う年度のみ
を対象とした（つまり、パンデッタかリブロ・マッジョーレのどちらかが欠けている年度は除外した）。 
 その結果、フランチェスコ・マリア・マリンギの取引が確認されたのは、1643 年（2° semestre, Pandetta, 
Matr. 88 / Libro Maggiore, Matr. 47, conto 1-1057）、1644 年（1° semestre, Pandetta, Matr. 89 / Libro Maggiore,  
Matr. 49, conto 1-1518）、1645 年（1° semestre, Pandetta, Matr. 91 / Libro Maggiore, Matr. 50, conto 1-1481）、






































                                                 
（1648-1649 1°-2° semestre, Pandetta, Matr. 98 / Libro Maggiore, Matr. 53）である。史料が不完全な 1647 年
は除外した。また 1648 年と 1649 年は 2 年分が一括されて記録されているが、マリンギの記録が見い
だせたのは 1649 年分のみであった。 
70 なお、1644 年にはマリンギから（conto no. 349）同行内のカンビとヴェルツォーネ（conto no. 857）
に、また翌 1645 年にも同様にマリンギ（conto no. 1413）からカンビとヴェルツォーネ（conto no. 1171）
に支払いが行われており、詳細は調査中である。 
71 Archivio Parrochiale di San Giovanni dei fiorentini, Battesimi dal 1628 al 1752, fol. 30 v. 
































が残されている。これによれば、名目は不明ながら、アルテミジは 1653 年にポポロ銀行（Banco 
del Popolo）で 1件の支払いを行い、さらに 1651 年にはピエタ銀行（Banco della Pietà）、1653 年に
はポポロ銀行（Banco del Popolo）、1654 年にはスピリト・サント銀行（Banco dello Spirito Santo）
で、仕事に対する支払いを受けている80。さらにこれらに加え、執筆者の調査によって、アルテミ
ジアが 1652 年に、フランチェスコという男性に 15 ドゥカートの支払いをしていることがわかっ
た（図 5-15，16）81。残念ながらこの取引の詳細は記録されておらず、支払いの内容も明らかでは
                                                 
73 1649 年 3 月 13 日のルッフォ宛て書簡。Solinas 2011, pp.127-128 および資料編書簡 11 を参照。 
74 資料編書簡 7 および書簡 8 を参照。 
75 Garrard 1989, p. 391, note 54. 
76 資料編史料 4-1 から 4-6 を参照。 
77 Lazzarini 2002, pp. 197-218. 
78 Barker 2014, pp. 803-804. 
79 資料編書簡 11、書簡 16 などを参照。 
80 Lattuada and Nappi 2005, pp. 97-98.  






























                                                 
料 6-4 参照。 
82 アルテミジアは 1634年 3月 15日と 3月 18日にイギリス人旅行者バレン・ライムス（Bullen Raymes）
の訪問を受けている。Chany 1998, pp. 11-113. 日記によれば、ライムスはアルテミジアの家をあとにし
てすぐトレド通りの脇のサンタ・マリア・デッラ・コンチェッツィオーネ聖堂に立ち寄っている。この
ため、ラピエは、アルテミジアの家はトレド通りの近くにあったと見ている。Lapierre 2000, p. 419. 
83 14 世紀の法学者バルトロ・ダ・サッソフェラートの墓碑のこと。バルトロについては、Calasso 1964, 
pp. 640-669 を参照。 
84 “Da illustre soggetto, che nell’ anno 1785. presedeva alla sontuosa ristaurazione della Chiesa di S. Giovanni de’ 
Fiorentini di Napoli., si è avuta certa notizia, che nella detta occasione si smarrì, non si sa bene, se andato in pezzi, 
o rimasto sepolto sotto il nuovo pavimento, un gran lastrone di marmo, situato presso la Cappella della famiglia 
Riccia, in mezzo del quale leggevasi HEIC ARTIMISIA. Forse questa brevissima Epigrafe, simile alla notissima 
Perugina OSSA BARTOLI, sarà stata destinata a indicare il deposito delle ceneri, ed a formare col solo di lei nome 
il più compito elogio dell’egregia Pittrice, che celebriamo? “ Medici 1792, p. 463. 
85 Bissell 1999, pp. 101-102. 
86 ロッカーによって、18 世紀のトスカーナではアルテミジアに対する伝記的関心が高く、一概に根拠
のない情報ではないとの見解が示された。Locker 2015, pp. 178-180, 193. 
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置場所の知られていない《受胎告知》（カポディモンテ美術館 / 図 2-1）、現存しないバシリカー
                                                 
1 Mann in Christianse and Mann 2001, pp. 411-414; Primarosa in Contini and Solinas 2011, pp. 218-220. 








































                                                 
3 第 2 章結びを参照。 
4 第 1 章第 2 節から第 4 節参照。 
5 第 1 章第 5 節参照。 
6 Locker 2015, pp. 70-87 および第 1 章第 6 節参照。 
7 第 3 章第 1 節および資料編詩歌 1 から詩歌 15 を参照。 










































                                                 
9 Bissell 1999, pp. 101-102. 
10 Locker 2015, pp. 178-180. 
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